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平成19年度入学宣誓式学長告辞 
平成19年4月5日（木）に挙行された入学宣誓式での大和田学長の告辞の全文を掲載します。 

　本日，ここにおられる薬学部薬学科252名，大学院

薬学研究科臨床薬学専攻修士課程 15名および生物薬

学専攻修士課程10名，博士課程1名の入学生の諸君，

入学おめでとうございます。 

　今日の良き日に，ご来賓として本学の設置母体であ

る学校法人北海道尚志学園の有江理事長をはじめとす

る役員の方々や，学園設置の北海道工業大学，北海道

自動車短期大学の各学長，北海道尚志学園高等学校，

北海道総合電子専門学校，北海道自動車学校の各校長，

ならびに本学名誉教授，同窓会会長，さらには北海道

薬剤師会会長のご列席をいただき，ご家族ともども諸

君の入学を祝福できますことは，大変喜ばしく，教職

員一同を代表し心からお祝い申しあげます。 

　学部入学の諸君は，薬剤師を目指し，延べ981名の

志願者の中から選抜されての入学ですから，その喜び

もひとしおのことでしょう。本当によく頑張りました。

これまでに諸君を温かく見守り，励ましてくださった

先生やご家族の方々のことも，どうか忘れないでくだ

さい。 

　さて，本学は昨年度から，薬剤師養成を目的とする

6年制薬学科として再出発いたしました。学部入学の

諸君はその第2期生にあたります。本学の教育理念は「フ

ァーマシューティカル・ケアの実践を通じて地域社会

ならびに国民の健康と福祉の向上に寄与する薬剤師の

養成を図る」と掲げておりますので，諸君には本日こ

の場で，その覚悟を新たにする「宣誓書」にサインし

ていただきました。どうか，本日宣誓した内容を忘れ

ることなく，これから6年間の勉学に励んでください。 

　入学したばかりの諸君に，これからの覚悟ばかりを

迫り申し訳ありませんでしたが，丁度良い機会ですの

で，ここで薬剤師になるために求められる要件につい

て少し話をしてみたいと思います。 

　薬剤師に限らず，医師に代表される医療の「プロフ

ェッショナル」は科学，すなわちサイエンスと，それ

に基づく技術，すなわちアートをマスターした専門家

でなくてはなりません。決して，経験のみを重視する

「手に職」的技能者であってはなりません。薬剤師は，

医療チームの中で「薬物療法の専門家」として活躍が

期待されており，そのためには当然，薬物，すなわち

生理活性がある化合物についての化学的スペシャリス

トであることが要求されてきました。諸君が薬学に進

学しようとしたとき，理系科目の中でもとりわけ化学，

すなわちケミストリーが分らなくては，薬剤師は務ま

らないと言われたと思います。実際，イギリスでは今

でも，薬剤師はケミストと呼ばれ街の化学者として尊

敬されているくらいです。 

　このため，本学のカリキュラムにおいても，ケミス

トリーを中心とした理系科目の比重や程度は高いもの

があります。しかし，これは，先ほど諸君が宣誓した

「人々の健康と福祉に貢献する薬剤師」になるために

は避けて通ることはできないことなのです。目的達成

のため頑張りましょう。 

　ところで，諸君は日本に「ケミストリー」という男

性デュオボーカリストがいるのをご存知でしたか。私

はこのグループの歌を聴くたびに，どうして「化学」

などという名前をつけたのか不思議でなりませんでし

た。その後，何かの折に，彼等のプロデューサーが二

人の声が相性良く反応することを期待しての命名と聞

き，辞書を見ると確かに「同調する，共鳴する，ある

いは同情すること」などの意味があることを知り，納

得しました。 

　既に述べたように，薬剤師はケミストの言葉に代表

されるような薬物のサイエンスの専門家ですが，それ

に加えて，医療人としての態度をそなえるように社会

から強く要望されています。すなわち，患者の苦しみ

を和らげることを喜びとする「公共への奉仕」の志を

もつことです。また，そのために，歌手グループのケ

ミストリーに求められたような意味でのケミストリー，

すなわち，患者や他の医療チームのメンバーと手を携

え，協調・共鳴し，より良い患者ケアを引き出すため

のコミュニケーション能力が強く求められます。もちサインした宣誓書を読み上げる三藤陽香さん 
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　平成18年度学位記授与式を，平成19年3月15日（木）

に札幌プリンスホテル・国際館パミールにおいて挙行

しました。学位記を授与された大学院修了生は修士課

程生物薬学専攻11名，臨床薬学専攻18名，学部卒業生

は184名でした。 

　授与式では修了生，卒業生全員が壇上で学長から学

位記を受け取り，その後，今年度から制定された学長

表彰が行われ，成績優秀者として修士課程生物薬学専

攻板垣麻衣さん，臨床薬学専攻羽田大志君，学部医療

薬学科金子圭太君，大井菜美子さん，宮城小夜さんに

表彰状と副賞が贈られました。学長告示，来賓祝辞，

卒業生答辞の後，学部卒業生代表および卒業生全員が，

薬剤師としての自覚をもち活躍することを宣誓しました。 

　授与式終了後は同ホテル内にて，来賓，教職員，修

了生，卒業生および父母が参加し，卒業祝賀パーティ

が華やかに行われました。 

ろん，本学のカリキュラムでは薬剤師に必要な態度教

育の一環として，倫理・ヒューマニズム，コミュニケ

ーション，接遇などの授業科目はあります。しかし，

愛と奉仕の心に基づく医療人としての自覚，そのため

のコミュニケーション能力などといったものは，勉強

して身につくものではなく，実践を通してしか身につ

きません。 

　本学では，学生がこのような医療人マインドを涵養

するため，献血や，医療・介護のボランティア活動を

推奨し，喫煙習慣をつけさせない指導，あいさつの励

行などを通じて，礼儀と接遇能力の習慣化を図ってい

ます。要するに，本学においては授業だけが薬剤師教

育ではなく，6年間の学生生活それ自体が，薬物療法

のプロフェショナルを育てる教育であると理解してく

ださい。 

　大学院に進学した諸君はもう薬剤師ですから，これ

までに述べてきたことは十分に理解していることと思

います。確かに，諸君が受けた 4年制の教育課程は，

6年制に比べ十分なものとは言えませんでした。しかし，

諸君は幸いにも大学院に進学することを選択し，それ

により課程修了後には，6年制プロフェショナル教育

に対応しうる教育内容と学歴を得ることができます。

今後，生物薬学専攻で薬学研究のトレーニングを受け

るにしても，臨床薬学専攻で実務研修を行うにしても，

これまでの学部教育で身につけた自ら学ぶ姿勢をもっ

てあたれば，将来，薬学研究者や高度専門薬剤師など

の道に進んでも，6年制学部卒業の薬剤師と同等の能

力を発揮しうると信じています。 

　最後に，弘法大師の「春の種を下さずんば，秋の実

いかに穫ん」という言葉をそえて，本日，「医療人た

る薬剤師」を目指しスタートラインに立つ諸君が，初

心を忘れることなく，ステップ・バイ・ステップで堅

実に勉学を重ね，その夢が実現できることを強く願い，

告辞とします。 

学位記授与式・卒業祝賀パーティを挙行 

式後の入学記念コンサート 

学長より学位記を授与される卒業生 

卒業祝賀パーティでの1コマ 
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グループでのプレゼンテーション 

症例検討でのディスカッション 

アリゾナ大学留学報告 
薬物治療学分野　教授　早川　達 

　アリゾナ大学は，温暖で自然環境に恵まれたツーソ

ン市にアリゾナ州で最初に設立（1885年）された学生

数3万7000人を擁する総合大学である。アリゾナ大学

薬学部は今年60周年を迎え（1947年開学），アメリカ

薬学校ランクで常にトップ10に入る評価を受けている。

今回の留学はその薬剤師教育の研修が目的である。 

　アメリカの薬剤師教育は，1990年代に6年制への移

行が完了し，現在ほとんどが2年間のプレファーマシー

課程と4年間の専門課程からなる2＋ 4年制が主流で

ある。プレファーマシーでは，一般教養科目と自然科

学系科目を修める。もちろん，各大学が定める科目と

必要単位数を満たせば，専門課程への出願資格がある。

実際に，アリゾナ大学では33％の学生が大学卒業の学

位を持って専門課程に入学する。専門課程を修めると

Pharm.D.の学位を得る。 

　アリゾナ大学薬学部の学生数は，専門課程が1学年

約80人，マスターコースとPh.D.コースを合わせて約

50人である。一方，常勤教員は約 70人であり，薬局

や病院に常勤している数多くの薬剤師がボランティア

教員として大学で授業を行い，プリセプターと称する

実習先で後輩の個人指導を行う先輩薬剤師が，薬剤師

教育に大きく貢献している。プリセプターは，4年次

に行われる7つの 6週間サイクルに及ぶ臨床実習の学

生を受け持っている。 

　大学のカリキュラムは良くコーディネートされ，薬

剤師として基本的に身につけておくべき技能に到達す

るよう組み立てられている。アメリカの薬剤師教育は，

高度な専門的知識を教授している印象を受けるが，そ

れは必ずしも正しくはない。むしろ基本的な内容を繰

り返しトレーニングすることに重点を置いている。ア

リゾナ大学では，コミュニケーション，プレゼンテー

ション，グループワークなどの基本的技能や調剤技能

（処方せん鑑査，薬歴管理含む）は，1年次から3年次

にわたって次第に専門的内容を加えながら学び4年次

の臨床実習に備える。例えば，1年次のコミュニケーショ

ンの最初の授業は，薬学の内容とは関連のないグルー

プダイナミクスの体験から始まる。学生は4年次まで

には，実習先にビジネスレターを出す能力や薬剤師お

よび医師との基本的なプレゼンテーション・ディスカッ

ションを行う能力が備わる。これは各科目の成績評価

の半分以上において，これらの能力を試されることが

大きく影響している。 

　授業内容は，各科目とも卒業後に自分で必要な関連

情報を得る技術，評価能力，臨床判断への適用能力を

高めることに焦点を当てている。根拠となるデータの

提示や例題あるいは症例などを交えながら，重要なポ

イントについて解説している。何百ページにも及ぶ教

科書を採用しているが，教科書を読みながらの授業は

ない。教科書を理解するのは学生の責任である。教科

書の内容について不明な点は，授業の中で質問する。

Case-basedな手法を取り入れた授業科目も多い。また，

日本では学ばないような事項もいくつか存在する。例

えば，患者アセスメントの授業では，患者の症状・検

査と病態や薬物有害反応との関連を学ぶが，実際に血

圧測定や打診，触診などの簡単な理化学的検査なども

実習する。 

　アメリカの保健医療制度は日本と異なるため，アメ

リカの教育内容や手法を，すべて日本においてそのま

ま適用することはできない。日本の保健医療環境下に

おける薬剤師職能の長期的展望に立って，患者ニーズ

に応えられる薬剤師教育を，薬剤師と大学が協力して

確立していくことが現在の喫緊の課題である。 
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　平成19年 3月 12日（月）に，本学に申請された笹

生優子氏（サノフィ・アベンティス㈱），伊藤三佳氏（本

学助手），林昌広氏（市立千歳市民病院薬局），佐藤誠

二氏（手稲渓仁会病院薬剤部）の博士学位記授与式が

挙行されました。 

　各授与者の論文題目は次のとおりです。 

●笹生優子氏「オゾン層非破壊性HFA227を噴霧ガス

として用いた定量噴霧式吸入薬の処方設計に関する

研究」 

●伊藤三佳氏「アロキサンによる培養膵臓ランゲルハ

ンス島β細胞株INS-1のアポトーシス誘導機構」 

●林　昌広氏「トリプトファンとエタノール併用投与

によるラット青班核，縫線核および前頭葉の神経伝

達物質量の変動に関する研究」 

●佐藤誠二氏「トロンボテスト値を指標とした抗凝固

療法におけるワルファリン適正投与量設定に関する

研究」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　研究概要は，以下のとおりです。 

　笹生氏は，オゾン層破壊作用が強いクロロフルオロカー

ボンの代替として，非破壊性のHFA 227を噴霧ガス

として用いた定量噴霧式吸入薬（metered dose inhalers，

MDI）の処方設計に関する研究を行いました。レシチ

ンを薬物粒子表面へのコーティングした系は，その噴

霧量安定性が高く，オゾン層非破壊性のMDIの製剤

設計において有効であることを明らかにしました。 

　伊藤氏は，糖尿病誘発物質アロキサンがアスコルビ

ン酸など生体内還元物質存在下で活性酸素を生成する

こと，またラット培養膵臓ラ島β細胞株 INS-1にアポ

トーシスを誘導し，この過程にエネルギー依存のミト

コンドリア機能変化が関与することを明らかにしまし

た。この結果は，糖尿病発症機構の解明や治療薬の開

発に寄与するものです。 

　林氏は，うつ病に関連するセロトニン（5-HT）の

前駆物質であるトリプトファンと脳内5-HT量に影響

を与えるエタノールに着目しました。エタノールとト

リプトファン併用時の脳内5-HT量と動物行動の関連

を調べた結果，5-HT関連疾病の治療と改善に役立つ

薬理学的証拠が得られました。 

　佐藤氏は，ワルファリン療法（Wf）における種々

の問題を解決するため，Wf維持投与量設定の最適化

のための検討を行い，患者のTT値データからWf維

持投与量を設定するプログラム，「WfTDM」を開発

しました。そして，このプログラムを術後心疾患患者

のWf維持投与量設定に用い，「WfTDM」がWf維持

投与量設定において有用であることを示しました。 

 

 

 

 

 

 

　文部科学省および日本学術振興会から，平成 19年

度の科学研究費補助金の交付内定が通知されました。 

　内定者および研究課題名は以下のとおりです。 

 

〔基盤研究C〕 

　國仙久雄（新規）「溶媒抽出試薬担持型機能性シリ

カゲル分離材の分離能向上機能の解明」 

　早瀬幸俊（新規）「多変量解析とデータマイニング

による保険薬局の調剤過誤防止策具現化の研究」 

　山田　惠（新規）「日本語母語話者における英単語

の認知方略の研究」 

〔若手研究B〕 

　今井幹典（新規）「遷移金属錯体の中間体制御によ

るC-H結合活性化を基盤とした新規反応の開発と展開」 

〔研究成果公開発表B〕 

　中野善明（日本物理教育学会支部長）「第 8回青少

年のための公開シンポジウム「創造科学実験」」 

笹生氏，伊藤氏，林氏，佐藤氏に 
博士学位を授与 

平成19年度　科学研究費補助金 
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人事異動のお知らせ 

平成19年度　校務役職が決まる 

●採用（平成19年 4月 1日付） 
　講師　齊藤嘉津彦（臨床薬学系　薬物治療学分野） 
　講師　梅田純代（臨床薬学系　社会薬学分野） 
　講師　牧野高壮（臨床薬学系　社会薬学分野） 
　主事　栗本玲子（学生課　保健師） 
 
●転入（平成19年 4月 1日付） 
　図書課長　児玉　毅（短大，学生課長から） 
　総務課主事　小野かおる（工大，図書課主事から） 
 
●昇格（平成19年 4月 1日付） 
　教授　伊藤慎二（基礎薬学系　医薬化学分野） 
　教授　渡辺一弘（基礎薬学系　薬剤学分野） 
　教授　早川　達（臨床薬学系　薬物治療学分野） 
　教授　早勢伸正（臨床薬学系　薬物治療学分野） 
　教授　江川祥子（臨床薬学系　病態科学分野） 
　講師　今井幹典（基礎薬学系　医薬化学分野） 
　講師　加納誠一朗（基礎薬学系　薬理学分野） 
　講師　丁野純男（基礎薬学系　薬剤学分野） 
　講師　坂東　勉（臨床薬学系　薬物治療学分野） 
　講師　戸田貴大（臨床薬学系　臨床薬剤学分野） 
　講師　山下美妃（臨床薬学系　臨床薬剤学分野） 
　講師　伊東佳美（臨床薬学系　社会薬学分野） 
　助教　立浪良介（基礎薬学系　生命科学分野） 
　助教　水上徳美（基礎薬学系　医薬化学分野） 
　助教　川嶋恵子（基礎薬学系　薬理学分野） 
　助教　藤本哲也（臨床薬学系　病態科学分野） 
　助教　町田麻依子（臨床薬学系　病態科学分野） 
　助教　守屋寛之（臨床薬学系　社会薬学分野） 
　助教　伊藤三佳（薬学教育系　薬学教育分野） 
　助教　大野裕昭（薬学教育系　薬学教育分野） 
 
●職名変更（平成19年 4月 1日付） 
　准教授　遠藤菊太郎（基礎薬学系　生命科学分野） 
　准教授　桜井光一（基礎薬学系　生命科学分野） 
　准教授　高橋　淳（基礎薬学系　生命科学分野） 
　准教授　丹保好子（基礎薬学系　生命科学分野） 
　准教授　和田浩二（基礎薬学系　医薬化学分野） 
　准教授　金田　繁（基礎薬学系　薬理学分野） 
　准教授　小松健一（基礎薬学系　薬理学分野） 
　准教授　佐藤久美（基礎薬学系　薬理学分野） 
　准教授　関　俊暢（基礎薬学系　薬剤学分野） 
　准教授　岡�光洋（臨床薬学系　社会薬学分野） 
　准教授　櫻井秀彦（臨床薬学系　社会薬学分野） 
　准教授　村上美穂（臨床薬学系　社会薬学分野） 
　准教授　石突　諭（薬学教育系　薬学教育分野） 
　准教授　加藤隆治（基礎教育部　語学分野） 
　准教授　山田　惠（基礎教育部　語学分野） 
 

●分野変更（平成19年 4月 1日付） 
　教授　猪爪信夫（臨床薬学系　臨床薬剤学分野へ） 
　教授　黒澤菜穂子（臨床薬学系　社会薬学分野へ） 
　助教　守屋寛之（臨床薬学系　社会薬学分野へ） 
　助教　伊藤三佳（薬学教育系　薬学教育分野へ） 
 
●学内異動（平成19年 4月 1日付） 
　教務課主事　石黒祐介（入試広報課主事から） 
　入試広報課主事　一戸貴行（教務課主事から） 
 
●退職（平成19年 3月 31日付） 
　講師　手代木理子（臨床薬学系　社会薬学分野） 
 
●転出（平成19年 3月 31日付） 
　図書課長　齋藤昭俊（短大，学生課長へ） 
　総務課主事　野田尚子（工大，図書課主事へ） 
 
 
 
本年度の法人発令の校務役職をお知らせします。 
 
学長補佐：植松孝悦 
薬学科長：市原和夫 
基礎教育部長：中野善明 
薬学科　基礎薬学系主任（大学院生物薬学専攻長兼任）：
　坂東英雄 
薬学科　臨床薬学系主任（大学院臨床薬学専攻長兼任）：
　渡辺泰裕 
薬学科　薬学教育系主任：高橋和彦 
大学院運営部　部長：市原和夫，主任：猪爪信夫，坂
　東英雄，渡辺泰裕，谷口勇司，渡辺昌美，上山俊夫，
　奥野俊一 
教務部　部長：佐藤重一，主任：郡　修徳，岡�光洋，
　山田　惠，渡辺昌美 
学生部　部長：森本一洋，主任：島森美光，桜井光一，
　田中三栄子，上山俊夫 
就職部　部長：早瀬幸俊，主任：江川祥子，吉岡忠夫，
　渡辺一弘，上山俊夫 
入試部　部長：渡辺泰裕，主任：黒澤菜穂子，神　久
　聡，関　俊暢，奥野俊一 
広報部　部長：渡辺泰裕，主任：櫻井秀彦，奥野俊一 
図書館・医薬情報センター　館長：市原和夫，主任：
　梅田純代 
薬用植物園　園長：坂東英雄，主任：山下　浩 
実験動物センター　センター長：市原和夫，主任：金
　田　繁 
RIセンター　センター長：伊藤慎二，主任：村上美穂 
中央機器センター　センター長：猪爪信夫，主任：和
　田浩二 
情報システムセンター　センター長：島森美光 
薬学教育センター　センター長：高橋和彦 
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受　験　者　数 

合　格　者　数 

合 　 格 　 率 

本学出身者 全受験者 

211名 

177名 

83.89％ 

12,112名 

9,154名 

75.58％ 

　本学では，学生による授業アンケートの結果を，科目担当者のコメントとともにホームページの学内専用欄に
掲載しています。すでに平成18年度後期授業アンケート結果は掲載済みですが，その概要をまとめました。 
　各項目に対する学年別の5段階評価における平均値は以下のとおりです。なお，4年は薬学総合演習のみがアン
ケートの対象となっています。 

総合評価（問11）で高い評価値を得た1～3年の必修講義科目は以下のとおりでした。 

　前期と比べて，後期は各学年での回収率が大きく減少しました。学生の皆さんは，一人ひとりの声が授業改善
につながるとの認識をもってアンケートにご協力ください。 

問  1 

問  2 

問  3 

問  4 

問  5 

問  6 

問  7 

問  8 

問  9 

問10 

問11

この授業は，学習の目標が明確である。 

この授業内容は，授業計画（シラバス）に沿っている。 

この授業内容を理解できた。 

この授業のレベルは適切である。 

この授業内容の分量は適切である。 

教員の話し方が明確で聞き取りやすい。 

教員の説明は体系的でまとまりがあり，分かり易く説明していた。 

教員の授業に対する熱意を感じた。 

教員は学生が授業に集中できる雰囲気作りに配慮した。 

教材（プリント，視聴覚，板書など）の使用が効果的である。 

総合的に判断して，この授業は満足できる。 

項　目 1年 

3.54 

3.49 

3.26 

3.40 

3.36 

3.39 

3.37 

3.55 

3.42 

3.50 

3.44

2年 

3.51 

3.59 

3.28 

3.38 

3.35 

3.18 

3.30 

3.56 

3.52 

3.75 

3.49

3年 

3.30 

3.40 

3.10 

3.27 

3.06 

3.18 

3.12 

3.51 

3.38 

3.50 

3.25

4年 

3.45 

3.28 

3.40 

3.29 

3.18 

3.23 

3.09 

3.40 

3.29 

3.36 

3.14

全体 

3.47 

3.49 

3.24 

3.36 

3.28 

3.27 

3.28 

3.54 

3.43 

3.57 

3.39

1年 

2年 

3年 

生物学II（3.87），有機化学I（3.82），生化学I（3.82） 

生薬学（4.32），薬理学II（3.94），分離分析学（3.88） 

環境衛生学（4.16），薬物動態学（3.73），薬物治療学（3.71） 

第92回薬剤師国家試験結果 

外部評価を実施 

 
 
　平成19年 3月 10，11日に行われた第92回薬剤師国
家試験の結果が，4月 5日（木）に厚生労働省より発
表されました。本学の合格率は，83.89％で，国公私立
薬科大学・薬学部48大学中第 15位，東北以北第1位
の成績でした。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
　本学の教育・研究の充実と活性化をはかるために，
平成19年 3月 23日（金）に学外有識者による外部評
価委員会が開かれました。当日は校務役職者と事務局

長が，日本高等教育評価機構の 11項目にわたる基準
項目に基づいて作成した点検報告書を用いて，本学の
現状について説明しました。外部評価委員からは，活
発な意見をいただきましたが，おおむね本学の現状は
理解されたと考えています。また，外部評価に先立ち，
平成18年度に選定された「医療人GP」に対する評価
も併せて行われました。 
　なお，外部評価委員は以下の方々です（敬称略）。 
　　委員長　長澤滋治　元北海道大学薬学部長 
　　委　員　池田久實　北海道赤十字血液センター所長 
　　委　員　井上芳郎　函館市病院局長 
　　　　　　　　　　　元北海道大学副学長 
　　　　　　　　　　　前北海道大学理事 
　　委　員　菊　　譲　小樽市教育委員会教育長 
　　委　員　丸山知子　札幌医科大学保健医療学部長 
　　委　員　三浦洋嗣　北海道薬剤師会理事 
　　　　　　　　　　　札幌薬剤師会会長 
　　委　員　宮本　篤　北海道病院薬剤師会会長 
　　　　　　　　　　　札幌医科大学教授・薬剤部長 
　　委　員　吉田久幸　北海道新聞小樽支社支社長 

平成18年度　後期授業アンケート結果 

2007.5.31
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　私は本学卒業後，今年度

赴任するまでの約26年間，

病院薬剤師として種々の実

務を行いながら，いくつかの臨床研究に携わってきま

した。研究を行っていた期間の多くを本学の研究生と

して過ごし，その際に行っていた研究の多くが現在に

繋がる大切な部分でした。大和田教授（現学長）の指

導のもと，臨床現場における研究の必要性や重要性に

ついて学びながら，抗てんかん薬，メトトレキサート，

リドカイン，抗MRSA薬などのTDMや母集団薬物

速度論を含む薬物体内動態の解析について研究してい

ました。その後，P450（CYP）をはじめ，グルクロン

酸転移酵素（UGT）やABC（ATP-binding cassette）

トランスポーターなどの薬物体内動態に関連する遺伝

子の変異・多型解析について研究の範囲を広げ，現在

これを主なテーマとしています。これらの研究のキー

ワードはどれも“薬効や副作用の個人差”や“薬物治

療の個別化”であり，臨床に携わる者として当然のこ

とながら薬物療法に寄与することを目的に行ってきた

ものです。次に，私の主要な研究テーマであり，現在

進行形である薬物体内動態関連遺伝子の多型研究につ

いて，背景を含むいくつかの事項を簡単に述べてみた

いと思います。 

　グルクロン酸抱合は薬物代謝の第二相反応として有

名かつ代表的です。オピオイド類であるモルヒネ，コ

デイン，ブプレノルフィンや種々のNSAIDs，抗てん

かん剤のバルプロ酸，抗HIV薬のジドブジン，麻薬

拮抗薬のナロキソン，β遮断薬のプロプラノロールや

抗がん剤イリノテカンの活性代謝物であるSN-38など

臨床上汎用される多くの薬物はグルクロン酸転移酵素

ファミリー（UGT1AやUGT2Bなど）により抱合を

受けます。しかし，これらの薬物の体内動態や効果・

副作用の発現には大きな個体差や人種差が存在します。

その原因については未だ明らかにされていない部分が

多いものの，これらをコードする遺伝子多型の関与が

示唆されています。 

　一方，ヒトにおいて現在 49種類存在することが知

られ，種々の薬物や生体内物質の輸送や細胞外への排

出に関わる ABC トランスポーターである MDR1

（multidrug resistance protein 1：P糖タンパク質，ABCB1）

やMRP2（multidrug resistance-associated protein 2：

cMOAT，ABCC2）などは，先に示したような薬物や

そのグルクロン酸抱合体などを輸送しています。薬物

代謝酵素と同様，これらのトランスポーターも薬物の

体内動態や効果・副作用に影響を及ぼし，臨床的に問

題となる個体差を引き起こす要因として，最近特に注

目されています。しかしながら，この個体差の原因に

ついても不明な部分が多く，その解明が急務となって

います。 

　このような薬の効果や副作用の個体差は遺伝が関与

している部分が多く，長らくこれらは「体質」という

ような曖昧な言葉で説明されてきました。現在までの

研究により，その原因のひとつはこれら薬物代謝酵素

やトランスポータをコードする遺伝子の一塩基多型（SNP）

のような遺伝子変異にあることもわかってきました。

つまり，このような SNPによってそのタンパク質の

機能や発現が変化し，個体差が引き起こされているこ

とが示唆されています。しかしその知見はまだ十分で

はないのも現状です。さらに，このような薬効や体内

動態の個体差の原因が一種類の遺伝子の一か所のSNP

で説明できる場合は限られたものであることもわかっ

てきました。このことから，このような薬に関する個

体差をさらに明らかにするためには，薬物の体内動態

や感受性に関与する一連の遺伝子の SNPs の解析や，

複数のSNPsの遺伝子上の組み合わせであるハプロタ

イプを解析する必要があります。研究の初期には，私

は CYP2A6，CYP2C9，CYP2C19，CYP2D6のよう
な遺伝子のそれぞれの SNPに着目，解析していまし

たが，先に述べたような理由からこれら CYP遺伝子
のみならず，現在は UGT2B7や UGT1A1，MDR1
（ABCB1）やMRP2（ABCC2），SLCO1B1遺伝子な
どのSNPsのハプロタイプ解析を行い，抗がん剤等の

副作用との関連を調べています。さらに，SLC22A4
や SLC22A5のようなSLC（solute carrier）トランス
ポーター遺伝子と，クローン病や潰瘍性大腸炎などの

炎症性腸疾患のステロイド治療における抵抗性との関

連についても，臨床との共同研究を進めている最中で

す。 

　以上のように，薬剤に関する個体差の解明のみなら

ず，将来のオーダーメイド医療における個別化薬物療

法に寄与できるよう，本学において今後も研究を進め

て行きたいと思っています。読者の皆様でこのような

遺伝子の変異や解析に関し，興味をお持ちの方がいらっ

しゃいましたら，是非，ご連絡いただければ幸いです。 

私の臨床研究，TDMと 
薬物体内動態関連遺伝子の多型解析 

薬物治療学分野　講師　齊藤嘉津彦 
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　3年生と4年生を対象とした第1回就職相談会を，平

成19年4月20日（金）に桂青館，図書館3階を面談会

場として開催しました。昨年度の就職相談会は，7月と

11月に行いましたが，採用担当者および学生の意見を

検討した結果，本年度の第1回を4月開催としました。

最近では，3年次の2月頃に就職活動が始まる場合もあ

ります。このようなことからも，4月開催は妥当である

と判断しました。 

　表 1に示したように，薬局の参加数は昨年度とほぼ

同程度でしたが，病院の参加数は昨年度の第1回を大

きく上回りました。例年，病院の求人は秋以降に集中

していましたが，今回の相談会のデータから，病院を

希望する学生も他職種と同様に早めに検討すべきであ

ると思われます。一方，製薬企業，医薬品卸業，治験

関係の参加数は例年どおりでした。薬学教育協議会が

まとめた2006年就職動向調査でも，製薬企業等への就

職率は減少しており，全国的な傾向として，薬剤師と

しての仕事を志向する学生が増加してきたためと分析

されています。 

　個別面談に参加した学生数を表2にまとめました。3

年生，4年生とも参加数は，昨年度を上回り，各ブース

で採用担当者との熱心な面談が行われていました。今

回の相談会も盛況であったことは喜ばしいことですが，

薬剤師の仕事を志向する学生の増加，我が国における

医療費抑制に関わる制度の変更などから，自分に合っ

た就職先を見つけるためには，早めの情報収集と活動

が大切であると考えられます。とくに，秋頃から就職

活動がスタートする製薬企業，治験関係会社を志望す

る学生は，3年次のなるべく早い時期にインターネット

等を活用し，希望する企業の採用情報を入手すること

が必要です。就職部では就職活動する際に不明な点が

生じた時は，いつでもアドバイスができるよう万全の

体制を整えていますので，遠慮なく担当教員を訪ねて

ください。 

　なお，第2回の就職相談会は11月 9日（金）を予定

しています。同日に同窓会が主催する卒業生在学生合

同懇話会も予定されています。 

　平成19年度の学部奨学生および大学院奨励生が決定し
ました。4月25日（水）に証書授与式が行われ，前年度
に優秀な成績を修めた2～4年生各10名に奨学金12万
円が給付されました。なお1年生の奨学生は前期の成績
に基づき決定されます。大学院は研究奨励制度として，
修士課程の各学年6名（生物薬学専攻：3名，臨床薬学
専攻：3名）に15万円ずつ，博士課程各学年1名に45万
円が給付されました。学部奨学生，大学院研究奨励生は
以下のとおりです。 
 
学部奨学生 
2年：武田龍馬，伊花和宏，八巻美和，谷磨砂美，花田

真衣，花見麻帆，�橋克弘，石川泰希，三浦麻緒，
難波正志 

3年：北林　彩，柴田麻里子，原田瑞記，�尾美里，矢
野真沙代，岡嶋正行，鈴木賀子，竹田智哉，福原
みさお，須貝綾の 

4年：田島宏恵，真田優子，元茂拓法，笠松茉由，前田
弥里，清水智子，脊戸麻里，吉田訓子，徳留　章，
牛田磨理 

大学院研究奨励生 
修士1年：（生物薬学専攻）金子圭太，黒川友里亜，笠

嶌夕子（臨床薬学専攻）向　祐志，伊東輝美，
三浦　真 

修士2年：（生物薬学専攻）丸山俊夫，鎌田恵子，小山
恭平（臨床薬学専攻）日下部鮎子，藤澤真一，
勝田未来 

博士1年：戸上紘平　　博士2年：�栗　郷 
博士3年：馬場暁子 

表1　参加企業数（件数） 

薬　　局 

病　　院 

製薬企業 

医薬品卸 

治験関係 

計 

平成19年度 平成18年度 

第1回 第2回 合計 第1回 

90 

24 

5 

0 

1 

120

106 

42 

6 

4 

0 

158

196 

66 

11 

4 

1 

278

95 

40 

2 

3 

0 

140

年度 

企業種別 

表2　参加学生数（人数） 

3年生 

4年生 

計 

平成19年度 平成18年度 

第1回 第2回 合計 第1回 

127 

139 

266

155 

62 

217

282 

201 

483

158 

148 

306

年度 

学年 

就職相談会を開催しました 

学部奨学生，大学院研究奨励生が決定 
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手話の講習会 

　「薬科大学なのに科学部がない……」，そんな疑問を2

年生の頃から感じていました。実習とは別に，自分が主

体となり，一から考えて実験を行ってみたい。そして，

授業で学んでいることを紙の上でなく，実際に手を動かし，

目で見て学びたい。科学研究同好会は，科学が好きな人

が一度は考えることを現実のものとした学生の集まりです。 

　実際の科学研究同好会の活動はどのようなものか紹介

します。これまで「土の中にはどんな微生物がいるのか？」，

「健康食品，サプリメントに含まれるビタミンの表示量は，

どの程度正しく記されているのか？」というテーマに基

づき，3～4人のグループで実験をしてきました。その

ほか，大学祭では，子供から大人まで楽しめるような実

験を考え，準備をし，一緒にやってみるという活動も行っ

てきました。学外の活動では，製薬メーカーの工場見学

に行き，医薬品の製造ラインや品質管理などを学んだり，

漢方博物館へ見学に行ったりなども行っています。 

　現在，3年生が主体となって活動を進めていますが，2

年生，新入生の部員がいないのが悩みの種となっています。

北海道薬科大学唯一の科学系クラブとして存続するには，

部員がいなければ始まりません。同好会を立ち上げてか

ら日が浅く，内容も充実しているとはいい難いですが，

これからこの活動をどんどん盛り上げ，成長させ，北海

道薬科大学に科学部ありといわれるようになることを望

んでいます。 

 

 

 

　平成19年4月14日（土）に桂青館で新入生歓迎会が

行われ，新入生，在学生，教職員合わせて約350人が

参加しました。3年生廣橋将行君の司会進行により，ダ

ンスショー，クラブ紹介，軽音ライブなどで新入生を

迎え，在学生との親睦が図られました。 

 

 

 

　本学の「オリジナルスクリーンセーバー」を制作し

ました。四季折々のキャンパスライフなどが鏤められ

ており，パソコンの手を休めたときに，疲れた目にも

安らぎを与えてくれるものになっています。 

　ホームページのトップ画面右下に専用のボタンがあり，

クリックして表示に従うだけで簡単にダウンロードと

設定が完了します。ぜひお試しください。 

ホームページ　http://www.hokuyakudai.ac.jp/

　文部科学省の平成18年度医療人GPで，本学の取組「臨
床能力を育む地域体験型学習とその支援」が選定され
たことにより，平成19年度は6月第2週および第3週
を「医療人ウィーク」と称し，この間に1年次の早期
体験学習と2年次の介護・養護施設等での体験学習を
行います。本号では，2年次の体験学習の準備状況につ
いて報告します。 
　体験学習は，介護・養護支援活動に参加することにより，
北海道における地域医療への理解を深め，過疎地医療へ
の参画を志向する学生を養成するとともに，医療人とし
ての基本的センスと倫理観を醸成することを目的にして
います。多くの教員が北海道各地の介護・養護施設を訪
問し，体験学習の趣旨を説明して学生の受入れをお願い
した結果，132施設の協力を得ることができました。 

　体験学習実施に先立つガイダンスでは，概要説明，
体験学習ノート利用法，体験学習支援ネットワーク活
用法などの説明を行いました。さらに事前学習では施
設での学習に不可欠な車椅子の操作法や手話の講習を，
大倉山学院（小樽市）と北海道高等聾学校（同）の教
職員の方々の協力を得て行いました。また，介護・養
護が専門の外部非常勤講師による特別講義を実施しま
した。特別講義の内容は以下のとおりです。 
5月11日（金） 
「薬剤師も関わる多職種協働のケアマネジメント」 
社団法人　日本薬剤師会 
常務理事　木村　隆次先生 
5月18日（金） 
「障害（児）者の特徴とコミュニケーション技術」 
社会福祉法人　札幌緑花会　重症心身障害児施設 
大倉山学院　看護部長　高谷　直秀先生 
5月25日（金） 
「介護老人福祉施設における介護の実際」 
社会福祉法人　いしかり福祉会 
法人事務室長　村田　泰之先生 
　2年次のクラス担任は学生の事前準備をチェックし，学
生が設定した体験学習目的等についてきめ細かく指導し
ています。体験学習をとおして，学生一人ひとりが人間
性豊かな医療人，地域に根ざした実践型の薬剤師を目指
す契機になることを期待しています。次号では，体験学
習と，終了後の報告会の様子について報告する予定です。 

医療人GP：介護・養護施設等での体験学習 実験の面白さを実感！ 
科学研究同好会　4年　吉田　光一 

オリジナルスクリーンセーバー 

新入生歓迎会を開催しました 
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オープンキャンパスのご案内 

平成20年度　学生募集要項（概要） 
■募集学部・学科／薬学部・薬学科（修業年限６年）　■入学定員／210人 

※出願資格，試験科目等の詳細は 
　本学ホームページを参照してください。 

平成19年度オープンキャンパス日程 
8月4日（土）・10月13日（土）　10:00～16:00 
オープンキャンパスメニュー 
●オリエンテーション　●模擬講義　●昼食（無料）　●体験実習　●施設見学　●入試相談 

オープンキャンパスのお申込み・お問合せ先 
�0134-62-1945（入試広報課） 

交　通 
ＪＲ銭函駅～本学間は無料送迎バスを運行 

募 集 人 員  

出 願 期 間  
 
試 験 日  
試 験 地  
試 験 科 目  

公募制推薦 
25人 
 
 

平成19年11月17日（土） 
 

書類審査，小論文，面接 

指定校推薦 
50人 

推薦入試 

平成19年11月18日（日） 
 

書類審査，面接 

系列校推薦 
30人 

社会人入試 
 
5人 

平成19年11月1日（木） 
～11月9日（金） 

平成19年11月17日（土） 
本学 

数学，外国語，理科，面接 

平成19年11月1日（木）～11月9日（金） 

本学 

募 集 人 員  

出 願 期 間  
 
試 験 日  
試 験 地  
試 験 科 目  

A日程 
 
 
 

平成20年2月1日（金） 

数学，外国語，理科 

B日程 
 
 
 

平成20年2月2日（土） 

一般入試 大学入試センター試験利用入試 
 

15人 
平成20年1月11日（金） 
～1月25日（金） 

本学独自の試験は実施しません。 
 

数学，外国語，理科 
本学，仙台，東京，大阪 

平成20年1月11日（金）～1月25日（金） 

55人 

募 集 人 員  
エントリー受付期間 
出願許可発表日 
出 願 期 間  
最終試験日  
試 験 地  
試 験 科 目  

同窓生子女 
20人 

後継者育成※2
 

10人 

AO入試※1

平成19年7月2日（月）～9月19日（水） 
平成19年10月19日（金） 

平成19年11月1日（木）～11月9日（金） 
平成19年11月18日（日） 

本学 
書類審査，面接 

※一般入試のA日程・B日程の両日受験も可能です。 

　試験科目の詳細な範囲は学生募集要項を参照してください。 

※1　エントリーされた方に対してAO面談，通信添削指導などを経て出願許可判定をします。 
※2　北海道内で医療職にある人の子女で専願の人を対象とします。 
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6月 

7月 

 

 

 

 

 

8月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9月 

 

 

 

 

 

 

 

 

10月 

10月 

 

 

 

 

11月 

 

 

12月 

 

 

 

1月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2月 

 

 

 

 

3月 

医療人ウィーク：体験学習（学部1・2年：～15日） 

体育大会・大学祭（～8日） 

前期終講（学部3・4年，大学院） 

夏季休業開始（大学院） 

前期定期試験（学部3年：～8月3日） 

前期終講（学部1・2年） 

前期定期試験（学部4年：～8月3日） 

前期定期試験（学部1・2年：～10日） 

第1回オープンキャンパス 

薬学総合演習模擬試験（学部4年：～7日） 

夏季休業開始（学部3年） 

夏季休業開始（学部4年） 

夏季休業開始（学部1・2年） 

修士課程推薦入学試験（大学院） 

仮進級試験（学部2～4年：～22日） 

再試験（学部3・4年：～28日） 

夏季休業終了（学部4年） 

病院実習ガイダンス（学部4年） 

病院実習導入講義（学部4年：～30日） 

薬局実習ガイダンス，導入講義（学部4年） 

再試験（学部1・2年：～6日） 

病院実習（学部4年：～10月2日） 

前期定期試験（大学院：～14日） 

開学記念日振替休日（5月15日） 

夏季休業終了（大学院） 

臨床薬学総合演習・実務研修ガイダンス（大学院） 

後期始講（大学院） 

臨床薬学総合演習（大学院：～10月19日） 

夏季休業終了（学部1～3年） 

後期始講（学部1～3年） 

薬局実習（学部4年：～19日） 

第2回オープンキャンパス 

父母懇談会（北海道内） 

父母懇談会（北海道内） 

父母懇談会（北海道外） 

父母懇談会（北海道外） 

薬学総合演習始講（学部4年） 

臨床薬学実務研修（大学院：～3月25日） 

父母懇談会（本学） 

修士課程一般（1次），社会人入学試験（大学院） 

第2回就職相談会 

薬学総合演習第1回試験（学部4年：～21日） 

冬道交通安全講習会 

第1回就職ガイダンス（学部3年） 

冬季休業前終講（学部，大学院） 

冬季休業開始（学部，大学院） 

冬季休業終了（学部，大学院） 

冬季休業明け始講（学部，大学院） 

薬学総合演習第2回試験（学部4年：～8日） 

薬学総合演習再開（学部4年） 

薬学総合演習終講（学部4年） 

後期終講（大学院） 

課程博士学位論文発表会（大学院） 

薬学総合演習第3回試験（学部4年：～23日） 

修士論文発表会（大学院：生物薬学専攻） 

修士論文発表会（大学院：臨床薬学専攻） 

後期終講（学部1～3年） 

後期定期試験（学部1～3年：～13日） 

博士課程・修士課程一般（2次）入学試験（大学院） 

薬学総合演習再試験（学部4年：～20日） 

再試験（学部1～3年：～29日） 

公開模試（学部4年：～3月1日） 

国試直前補講（学部4年：～5日） 

卒業生発表（学部4年） 

博士・修士学位審査結果発表（大学院） 

薬剤師国家試験（学部4年：～9日） 

進級生発表（学部1～3年） 

学位記授与式，卒業祝賀パーティー 

4日（月） 

6日（金） 

23日（月） 

24日（火） 

27日（金） 

30日（月） 

 

3日（金） 

4日（土） 

6日（月） 

 

8日（水） 

13日（月） 

20日（月） 

21日（火） 

23日（木） 

27日（月） 

28日（火） 

29日（水） 

31日（金） 

3日（月） 

 

6日（木） 

10日（月） 

19日（水） 

 

20日（木） 

 

28日（金） 

1日（月） 

5日（金） 

13日（土） 

 

14日（日） 

20日（土） 

21日（日） 

22日（月） 

 

27日（土） 

3日（土） 

9日（金） 

20日（火） 

上　旬 

中　旬 

19日（水） 

20日（木） 

4日（金） 

7日（月） 

 

9日（水） 

16日（水） 

18日（金） 

19日（土） 

22日（火） 

25日（金） 

26日（土） 

28日（月） 

5日（火） 

15日（金） 

19日（火） 

26日（火） 

29日（金） 

2日（日） 

4日（火） 

6日（木） 

8日（土） 

11日（火） 

14日（金） 

平成19年度　年間行事予定 

　平成19年度より，図書館が「図書館・医薬情報センター」に生まれ変わり，「医薬情報室」（担当：梅田純代講師）を開設し

ました。在学生および卒業生に対して，医薬情報収集のお手伝いをします。現在，準備中ですが，興味のある方は

iyakujoho@hokuyakudai.ac.jpまでご連絡ください。 

「医薬情報室」が開設 

■学校法人北海道尚志学園　北海道工業大学 北海道薬科大学 北海道自動車短期大学 北海道総合電子専門学校 北海道尚志学園高等学校 北海道自動車学校 
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『桂』創刊100号！

医療人GP／平成19年度文部科学省「社会人の学び直しニーズ対応教育推進プログラム」

旭川医科大学と学術交流協定を締結／夕張医療センターと連携協定を締結

伊藤医薬学術交流財団より助成金が交付／シーズ発掘試験研究に3名が採択

薬剤師教育研修会を開催／地域での実践を臨床心理学から考える

スクリプス研究所に留学して／南イリノイ大学PBLワークショップに参加して

町田麻依子氏に博士学位を授与／北薬特別講演会を開催

大学院修士課程推薦入学試験結果／平成19年度「教育研究奨励費」が決定

平成18年度学部卒業生の就職状況／OSCEトライアル実施／第4回医療人デー

平成19年度桂青会役員決定／第1回オープンキャンパス開催／大学院学生スカラシップ受賞

第32回北薬祭／体育大会開催／ボランティア町内清掃活動／父母後援会の設立準備

父母懇談会の開催案内／平成20年度学生募集要項／医薬情報室ニュース／AEDを設置

1 2

3 4 5

：夕張希望の杜との協定調印

：第32回北薬祭

：体育大会5
432

1

北 薬 大 情 報
北 海 道 薬 科 大 学 広 報 部

K A T S U R A
p u b l i c  r e l a t i o n s  m a g a z i n e

2007.10.5

Vol.100

発行：北海道薬科大学 〒047-0264 小樽市桂岡町7番1号
TEL（0134）62-5111 FAX（0134）62-5161
URL http://www.hokuyakudai.ac.jp



北 薬 大 情 報
北 海 道 薬 科 大 学 広 報 部

K A T S U R A
p u b l i c  r e l a t i o n s  m a g a z i n e

－2－

「桂（かつら）」創刊号（左）と 
学内版第1号（下） 

『桂』創刊100号！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

　このたび，北薬大情報誌『桂，KATSURA』の100

号が発刊されることになりました。本学に昭和 58年

（1983年），現在の「広報部」の前身である広報室が設

置され，同年8月20日に『かつら』の創刊号が発行さ

れてから25年間，年平均4回の発行を続けてきたこと

になります。何はともあれ継続は力ですので，これに

関係してこられた皆様には，心からお礼申しあげます。 

 最近分ったことですが，誌名の『かつら』（現在は『桂』）

は，本学が立地する桂岡の地名に由来するだけでなく，

中国の故事「桂を折る」，すなわち，官吏登用試験に

及第することに懸け，学問の成就（薬剤師国家試験合

格？）を期待して命名されたそうです。当時，無学の

私は，なんだか飲み屋の名前みたいで嫌だなと思いま

したが，今にして，自分の不明を恥じいっている次第

です。 

 本学の開学が昭和 49年（1974年）ですから，正式

な広報誌として本誌が発刊されるまでに，既に 10年

近くが経過していました。その間，不定期に「桂青会

だより」のような形で細々と学内情報が発信されてい

たと記憶していますが，今にいたってはその詳細は不

明です。とにかくこの間は，本学の教学・運営の礎を

築くのに多くのエネルギーが割かれ，広報活動まで手

が回らなかったのでしょう。そのため，この間の多く

の記録が失われてしまったことは大変残念に思ってい

ます。 

 そうした反省を踏まえ，本学唯一の広報・情報誌で

ある「桂」は，いわゆる学報的な役割に加え，その時々

の学内トッピクスの紹介，更には，本学を取り囲む薬

学教育の現状や本学の進むべき方向性などを周知する

ための重要な媒体として機能してきました。したがっ

て，その配布先も学内の学生・教職員のみならず，学

生の父母，同窓生，本学園関係，道内高等学校，道内

医療施設・薬剤師職能関係などにも及び，本学の入試

活動，就職活動さらには，学外実務実習などにおいて

重要な広報・宣伝媒体としての役割を担ってきました。

なお，『桂』の1号から88号までのトップ記事一覧は，

本学開学30周年記念誌（平成16年3月発刊）である『桂

青』の281頁に見ることができます。 

 他大学の広報・情報誌に比べれば，本学の『桂』の

スタイルや内容は平均的なものでしょう。しかし，編

集の視点が若干，大学側に偏り，学生側の意見や発想

が不足しているようにも見えます。今回の100号発刊

を機会に，『桂』発刊の意義や編集方針などにつき再

検討し，より今日的スタイルで次の200号を目指して

いただければ幸いです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　北薬大情報『桂』とのかかわりは，昭和60年4月に

広報部が設置された時からである。以来，平成12年 3

月まで 15年間，6号から 72号までを担当した。当初

はタブロイド判 4頁の形態であったが，11号からB5

判に変更した。保存の便と誌面づくりが容易であった

からである。予算は12頁年4回発行で措置されていた

が，頁数を操作することで発行回数を増やすことも可

能であった。昭和 63年から刊行した『桂』学内版は

その産物である。 

 学内版の目的は，学生生活の記録・保存にあった。

広報誌は情報の伝達手段であると同時に，その記事が

　本号をもって，北海道薬科大学の情報誌『桂』は100号を迎えることになりました。
『かつら』として第1号が刊行されたのは，昭和58年8月20日であり，足かけ25年での
到達となりました。100号を迎えるにあたり，記念特集号として紙面を16頁として刊行
することにしました。また記念記事として，大和田学長ならびに中川收，吉沢逸雄の歴
代広報委員長に執筆をお願いしました。 

『桂』100号発刊を記念して 
学長  大和田　榮治 

『桂』学内版のこと 
北海道薬科大学名誉教授  元広報委員長  中川　收 
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史料的価値を持つべき記録であると考えていたことと，

本学特有の組織である桂青会の活動が，必ずしも継続

的に運営されていない実情をみて，多少なりとも資す

ることがある，と思ったのである。4月に新入学生特集，

年度末3月に北薬祭やクラブ活動などの成果や課題な

どを，それぞれの責任者から提供してもらい，1年間

の動きを網羅的に記録して平成6年まで発行した。 

 学内版で1回だけ教職員特集号を発行したことがある。

昭和 63年のことで，薬剤師国家試験の合格率が最悪

という衝撃的事実をふまえて急遽編集したものであっ

た。試験の結果を公開することで危機意識を全教職員

が共有し，それぞれの立場での奮起を期待した部数限

定，部外秘的な内容である。この特集号は，この年度

だけ広報部長の任にあった絹川信夫教授の発議による

もので，それなりの成果があったと思っている。 

 学内版は，学生側からの記事の提供が困難となり，

新入生特集号を通常版に移行することで刊行を終えた。

時代のなりゆきであろう。 

 北薬大情報『桂』は，祝福すべきこの100号を飛躍

台にさらなる発展が期待される。しかし，一時の線香

花火の様な存在であった学内版は忘れ去られるであろ

う。それ故に，直接かかわった者の責務として，記念

号への記事依頼に乗じ，その折の刊行意図などを記し

ておくことにした次第である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 『桂かつら』100号を迎えるに当たり，本誌創刊の時

期や発刊目的，誌名の由来等を詮索いや穿鑿してみま

した。 

 創刊号は 1983年 8月 20日。当時，志願者の減少傾

向にあった本学は，諸制度の整備などで対応を模索し

ていました。募集活動では，新設の広報室（室長：藤

平栄一先生）と入試担当部（教務部長：Y先生）がチ

ームを結成，奮闘したものです。受験生用の大学紹介

パンフの発刊はその一例。その誌名をチーム内で募集

したところ，応募はY先生の『かつら』1件だけ。大

学の位置する町名にあやかり，名木「桂」が縁起の良

い字，との説明が決め手となって採用されました。 

 かくして『かつら』創刊号の発刊です。編集委員長

は鹿野美弘先生で，内容は上出来。ところが，間もな

く誌名にケチがつきます，「鬘と誤解される！」。急遽，

改名し，第4号からは『桂かつら』となり，これは今に

至っています。 

 ところで，創刊号には誌名に「かつら」を選んだ理

由が書かれています。曰く，「大学のある桂岡一帯は

自然に恵まれ，四季折々の彩りを見せてくれる。桂は

日本特産の高木で英名はKatsura Tree。月桂樹，桂花，

また，学問成就を意味する『桂を折る』等々，桂のつ

く言葉は美しく尊い意味で使われることが多い。これ

らを踏まえ，理想の高い目標を掲げる意味で『かつら』

と名称付けた」，と。 

 今回，この文章は誰の作品なのか知りたくなりまし

た。調査の結果，編集委員の中川收先生が山本嶺雄先

生と雑談中に話題となり，作文したことが分かりまし

た。合同チームの委員ではなかった中川先生，『かつら』

決定の経緯は知らず，しかし，編集委員として誌名の

由来には触れざるを得ない立場にあり，かつ歴史学者，

そんな中での「由来」誕生だったのでしょう。かくし

て，『かつら』の名付け親はY先生，これを『桂かつら』

に改名したのが鹿野先生，一方，誌名の由来はY先生

の素案をハイレベルに改訂したのが中川・山本先生，

と分かった次第です。 

 ところで，先年，本学の開学 30周年記念誌が発刊

され，その表紙は，白地にスカイブルーの2文字『桂青』

のデザイン，際立ったコントラストが印象的でした。

これは，夏季，銭函海岸辺りから本学を仰ぎみると，空・

山・海が渾然一体となった青（＝緑）の中の白亜の建

物，という構図のシンボルなのです。この桂青なる言

葉，実は本学1期生の造語の由。絹川信夫先生によれば，

桂青会の発足（1974年 6月 21日）は彼らがクラス討

論の末に決定したとのことで，言うなれば青春のシン

ボルなのです。桂青の底流にはロマンを感じますね。 

 おわりに，本文に登場した先生方には何かとご教示

を戴き有難う御座いました。なお，Y先生とは誰なの

か判然とせず，目下調査中ですので，お名前は控えま

した。 

本誌のゴッドファーザーは誰？ 
北海道薬科大学名誉教授  元広報委員長  吉沢　逸雄 



体験学習の様子（2年次） 

平成18年度文部科学省「地域医療等社会的ニーズに対応 
した質の高い医療人養成推進プログラム」（医療人GP） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　文部科学省平成18年度「医療人GP」に選定された

本学の取組「臨床能力を育む地域体験型学習とその支

援」では，平成19年度の6月第1週および第2週を「医

療人ウィーク」と称し，1年次のアーリーエクスポー

ジャー（早期体験学習）と2年次の介護・養護施設等

での体験学習を行いました。 

　1年次のアーリーエクスポージャーはこれまで札幌

近郊の病院薬局・開局薬局で行ってきましたが，「医

療人GP」に選定されたことを機に，今年度から北海

道全域に拡大し，各学生の出身地で行うことになりま

した。事前に2回のガイダンスと導入講義として2回

の特別講義を行いました。特別講義のテーマと講師は

以下のとおりです。 

 ●「薬局薬剤師業務の概要」 

 　㈱MKファーマシー　代表取締役　桂　正俊先生 

 ●「病院薬剤業務の概要」 

 　札幌東徳洲会病院　薬局長　武田　清孝先生 

 アーリーエクスポージャーは，学生の将来像である

薬剤師を明確に意識づけるため，病院および薬局にお

ける薬剤師業務を体験することが目的で，北海道全域

の52病院および140薬局の協力により実施しました。

アーリーエクスポージャーの終了後にはレポート作成

および2日間にわたる報告会を行い，口頭発表と討論

が行われました。 

　2年次の体験学習は，1年次と同時期に学生の出身

地の介護・養護施設等で5日間行いました。入所者の方々

とのコミュニケーション，車椅子介助，食事介助など，

施設に応じた様々な学習を北海道全域132施設の協力

により実施しました。終了後は体験学習活動報告書を

作成したほか，報告会で体験内容を発表し，アンケー

ト調査を実施しました。 

　体験学習報告会およびアンケート調査から以下のよ

うな学習効果が得られました。いずれも学生の感想・

意見をそのまま掲載します。 

 ●　多職種の人達が目標を一つに，常に最高のケア

を実践している姿に医療従事者として一番大切な

ものを気づかせてもらいました。 

 ●　チームケアの重要性を改めて知ることができま

した。 

 ●　介護の場に薬剤師の必要性を感じました。その

ような場で活躍できる薬剤師になりたいと思います。 

 ●　介護の大変さを身をもって知ることができました。 

 ●　高齢者の割合が多い地域における高齢者の介護・

医療サービス等，地域の課題を認識できました。 

 ●　地域医療にさらに関心がもてるようになりました。 

 ●　地域が必要としている薬剤師になるというモチ

ベーションがさらに高まりました。 

 ●　大学では学べないことが多く，将来の視野が広

がりました。 

 ●　医療人としてのマナーや思いやりをもった薬剤

師として地域医療に貢献したいと思います。 

1年次および2年次体験学習を実施 

　平成18年度文部科学省「地域医療等社会的ニーズに対応した質の高い医療人養成推進プログラム」（いわゆる

「医療人GP」）の「臨床能力向上に向けた薬剤師の養成」に関するテーマで，本学の取組「臨床能力を育む地域

体験型学習とその支援」が選定されたことはご承知のことと思います。このプログラムは，質の高い医療人を養

成する特色ある取組に対して財政支援をおこなうことにより，大学の教育の活性化を促進し，社会から求められ

る質の高い医療人の養成を推進することを目的としています。 

 本学では，今年度から具体的な取組を実施して多くの成果を挙げつつあります。今号では，その中から「1年

次および2年次体験学習」と「医療人GPフォーラム」についてご紹介します。 

北 薬 大 情 報
北 海 道 薬 科 大 学 広 報 部
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手話の講習会（2年次） 

医療人GPフォーラム in 函館 

体験学習報告会（2年次） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 このように，地域医療への理解を深めること，医療

人としての基本的センスと倫理観を養うことといった，

体験学習の目的はほぼ達成されたと考えられます。し

かし一方で，学生からは，「大学の事前講習・指導・

支援は十分とはいえない」といった意見もありました。 

 また，施設の担当者の方からは，おおむね肯定的な

意見をいただきましたが，以下のような意見もありま

した。 

 ●　消極的で入所者とうまくコミュニケーションが

とれない。 

 ●　体験学習の目的・自己目標を理解していない。 

 このような意見を受け止め，次年度は事前学習の充

実化，エイジミキシングおよび小グループ学習法を導

入するなど，さらに効果的な体験学習を実施したいと

考えています。 

 なお，次年度から新たに行われる3年次体験学習は，

1年次・2年次で学習した施設に加え，行政機関（保

健所など），病院，薬局，ドラッグストアなどの施設

を対象とする予定です。 

  

  

  

 

 体験学習の実施をもとに『北海道薬科大学「医療人

GP」フォーラム』を開催しました。第1回フォーラム

は北見市で平成19年7月21日（土）に，また第2回フォ

ーラムは函館市で8月18日（土）に開催しました。 

 フォーラムでは「6年制薬学教育課程」を軸に，本

学がその教育理念に基づいて「地域医療に貢献する薬

剤師養成」に取り組んでいる内容を周知するとともに，

「医療人GP」の取組概要，平成 18年度の活動，平成

19年度の「アーリーエクスポージャー」と「介護，養

護施設での体験学習」の実施について報告しました。 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 第 1回フォーラム（北見市）では約60名，第2回フ

ォーラム（函館市）では約 80名が参加し，本学から

は大和田学長をはじめ約10名の教職員が対応しました。

フォーラムでは受け入れ施設の担当者から体験学習の

さらなる充実化に向けた貴重な意見をいただきました。

今後，フォーラムは旭川市，帯広市で開催される予定

です。 

 第 1回および第2回フォーラムのプログラムは下記

のとおりでした。 

  

〈プログラム内容〉 

 ・学長あいさつ 

 ・「医療人GP」概要説明 

 ・平成18年度「医療人GP」取組報告 

 ・平成19年度「医療人GP」体験学習実施報告 

　　 1年次　「アーリーエクスポージャー」 

　　　　   　〈薬局，病院での薬剤師業務見学〉 

　　 2年次　「体験学習」 

　　　   　　〈介護・養護施設での体験〉 

 ・質疑応答 

「医療人GP」フォーラムを開催 
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平成19年度文部科学省「社会人の学び直しニーズ対応教 
育推進プログラム」に北海道薬科大学の事業が選定 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
●募集人員 
 　20名 
●受講費用 
 　1クール（講義コース＋技能コース）　30,000円 
●プログラム内容 
　平成19年度後期コースは，「講義コース（平成19

年 10月～平成20年 3月）」と「技能コース（平成20

年 4月～9月）」に分かれており，両コース受講によ

り修了となります。 

【講義コース】 

　月 1回，専門分野の医師による病態・診断解説と

専門分野の薬剤師による薬物治療解説の講義をそれ

ぞれ2時間ずつ行い，受講者は全講義を受講します。

平成19年度の講義で扱う疾患名は，次のとおりです。 

 　①糖代謝異常疾患 

 　②脂質代謝異常疾患 

 　③循環器系疾患 

 　④精神神経系疾患 

 　⑤消化器系疾患 

 　⑥呼吸器系疾患 

 なお，遠隔地からの受

講者は，インターネット

を利用した動画配信によ

る受講が可能です。 

【技能コース】 

 薬剤師職能に必要な基

本技能を，実技や演習に

より修得します。技能修

得として実施する項目は，

次のとおりです。 

①調剤，②栄養輸液管理，③薬歴管理，④臨床コ

ミュニケーション，⑤医薬品情報の収集と活用，

⑥TDM 

 各項目は 2日間（土，日曜日）の合計 9時間で構

成されており，受講者は 6項目のうち，職域，キャ

リアに応じて3項目以上を選択します。 
●会　場 

【講義コース】ヒューマンアカデミー札幌校 

 　札幌市中央区北4条西5丁目　アスティ45ビル 

【技能コース】北海道薬科大学　臨床講義棟 

 　小樽市桂岡町7－1 

  

※平成 19年度に始まるコースの受講受付は，盛況の

うちに締め切りました。平成20年度前期コース（4

月の技能コースからスタート）の募集は平成20年 2

月を予定しています。奮ってご参加ください。 

  

プログラムの実施要領 

　文部科学省は，再チャレンジを可能とする社会の実現を目的として，大学，短期大学，高等専門学校に対して，

社会人の学び直しに資する優れた学修プログラム，すなわち「社会人の学び直しニーズ対応教育推進プログラム」

の事業を募集しました。これに対して，本学では，「薬学教育6年制導入に伴う薬剤師学び直しのための教育支

援プログラム」を提案して選定されました。この事業に対しては，全国から315件の応募があり，126件が委託

事業として選定されましたが，このうち薬剤師の分野では，本学を含めて2件でした。 

 本学が応募した事業の主旨は，4年制薬学教育を履修した薬剤師に対して，新しい薬物治療を中心とした学習

支援プログラムを提供するとともに，薬剤師業務に関連する様々な技能・技術の修得をサポートするものです。

さらに，6年制薬学教育の基礎を体系的に学ぶことができます。 

子育て等で
長期離職し
ていた者 

6年制薬学
教育課程に
相当する能
力を身につ
けたい者 

医師： 
病態生理 
薬剤師： 
薬物治療 

24時間 
（札幌） 

薬剤師業
務修得の
ための実
技と演習 

27～54 
時間 

（大学） 

4
年
制
薬
学
部
卒
業 

（
薬
剤
師
免
許
取
得
済
） 

対象者 スキルアップ 

講義 
コース 
 

技能 
コース 

修了証の 
交付 

再
チ
ャ
レ
ン
ジ 

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ 

遠隔教育サポート 

動画配信 
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第85回薬剤師教育研修会 

夕張医療センターと連携協定を締結 

  

 

 平成19年 6月27日（水）に，本学と旭川医科大学との

間で学術交流協定が締結されました。調印式は旭川医

科大学で行われ，本学の大和田榮治学長と旭川医科大

学の八竹直学長（当時）の間で協定書が取り交わされ

ました。今後，この協定により，教育・研究の協力，

実務家教員や学生の派遣などの交流の推進が図られる

ことになっています。 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 本学は，夕張医療センターを運営する「医療法人財

団夕張希望の杜」と連携協定を締結しました。協定で

は，本学の実務家教員を派遣して夕張医療センターを

支援するとともに，本学学生の実務実習や体験学習施

設としての活用，さらに地域医療に関する教育・学術

研究などの推進が謳われています。 

 調印式は平成19年 8月 4日（土）に本学で行われ，本

学の大和田榮治学長と夕張希望の杜の村上智彦理事長

との間で協定書が取り交わされました。 

 村上氏は，平成 19年に夕張市が財政再建団体とな

ったことをうけて，公設民営で再出発した夕張医療セ

ンターのセンター長と医療法人財団夕張希望の杜の理

事長に就任しました。 

 なお，村上氏は，本学を卒業し，その後大学院修士

課程を昭和61年に修了しています。 

  

  

 

　本年度の伊藤医薬学術交流財団助成金交付が，以下

のとおり決まりました。 
●　学会等助成　黒澤菜穂子教授 
●　交流助成　　戸田貴大講師 

  

  

 地域イノベーション創出総合支援事業重点地域研究

開発推進プログラム「平成19年度シーズ発掘試験」に，

3名の研究課題が採択されました。採択された研究テ

ーマは以下のとおりです。 
●　森本一洋教授　難治性呼吸器感染症の予防と治療

を指向した新規肺投与型リポソーム製剤の開発 
●　國仙久雄教授　新規機能性ケイ酸塩を応用した13

族元素分離回収材の合成と実用化評価 
●　渡辺一弘教授　北海道産天然物を活用する糖尿病

に有効な機能性食品素材の開発 

  

  

 

 第 83回薬剤師教育研修会が，平成19年6月1日（金）

に札幌市教育文化会館で開催され，本学に着任した齋

藤嘉津彦講師が「薬効の個人差～遺伝子変異と薬の効

果・副作用について～」と題した講演を行いました。 

 第84回薬剤師教育研修会は，平成19年7月21日（土）

に北見市のビッツアークホテルで開催され，早川　達

教授が「プライマリケアを支える薬歴管理の実践」と

題して講演しました。 

 第85回薬剤師教育研修会は，平成19年8月18日（土）

に函館ハーバービューホテルで開催され，野呂瀬崇彦

講師が「患者さんの自立を支えるコミュニケーション

～服薬サポートへの考え方～」と題して講演しました。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 なお，第84回と第85回の薬剤師教育研修会は，「医

療人GPフォーラム」とのジョイント開催となり，そ

れぞれ北海道薬科大学同窓会道東支部と道南支部の協

力を得て実施されました。研修会終了後，懇親会が開

かれ，教員や同窓生の間で親睦が深められました。 

旭川医科大学と学術交流協定を締結 
 

シーズ発掘試験研究に3名が採択 
 

薬剤師教育研修会を開催 

伊藤医薬学術交流財団より助成金が交付 



地域での実践を臨床心理学から考える 
社会薬学分野  講師  牧野　高壮 

　私はこれまでに，精神

障害者の小規模共同作業

所という福祉施設，保健

センターでの精神発達相談，

スクールカウンセラー，

大学学生相談室における学生相談，という臨床現場で

心理士として従事してきました。対象は幼児から成人

にいたるまでさまざまです。求められる職務内容も1

対 1による個別の心理療法からソーシャルワーク的な

動きまで，とても広い範囲での能力を求められました。 

 心理士とききますと，一般にはカウンセラーやセラ

ピストと称され，個室のなかでクライエント（患者）

とことばを用いて諸々のこころの問題へ取り組んでい

く，という形を想像するかもしれません。私自身，臨

床において依拠するところは精神分析的な心理療法と

呼ばれる領域で，現在も臨床感覚を磨くためのトレー

ニングを継続しています。 

 治療者の待つカウンセリングルームに決められた時

に決められた場所で心理療法がおこなわれるという，

治療するべき「構造」がしっかりと形作られている状

況は，個別心理療法にとって強調しすぎても足りない

くらいに重要です。というのもクライエントとのあい

だで起こるこころの動きはとても複雑に絡み合うわけ

ですから，一貫した治療構造を維持し続けることで，

クライエントのこころを敏感にとらえようとするわけ

です。 

 しかし次第に社会的要請の中から，幅広い領域で臨

床心理士の活躍が求められてきています。たとえば各

地で発生する自然災害にともなうさまざまな心理的支

援は，昨今マスコミにも頻繁に取り上げられており，「心

のケア」ということばで目にすることが多くなりまし

た。その他の領域でもさまざまな要請を受けることが

多くなっています。医療現場においては心理的支援と

して精神科デイケアなどグループに対するかかわり，

教育現場ではスクールカウンセラーとして教職員の心

理コンサルテーション活動などの間接的な関わりが挙

げられます。そのほかの領域においても，いわゆる心

理療法におけるかかわりがすべてといいきれない，ひ

ととおりでない活動が求められているのです。 

 このように次第に拡大する臨床心理士の活動に対し

て，いかにして「その場，その時に」適ったやり方で

心理的支援が実践できるのかということを，私の所属

する研究グループではテーマとしています。そこで私

たちの研究グループでは，さまざまな形で実践がすで

に積み重ねられ展開されているフィールドへ赴き，そ

こで取り組む実践家はどんな気持ちで，どんな方法で，

どんなプロセスを辿って実践に取り組んでいるのかを

調査しています。現在のところ実践家が活動へ力を注

ぐに至った起動力は，自身のプライベートでリアリティ

のある生活体験に基づいているという特徴があげられ

ました。そして実践に取り組む際の具体的な方法には，

周囲の環境や本人の資質によりさまざまな切り口があ

りました。支援する対象へ直接的に関与する方法をと

る実践家もいれば，直接は支援する対象へ関与しない

けれども何かの媒介を通じた間接的な支援を実施する

実践家もみられています。さらに実践家は活動に対し

て自らの直観を重視しており偶然の出来事をまるで歓

迎するかのような姿勢を持っているという特徴をとら

えました。こうした特徴は，論理的な計画から仮説検

証を行い修正しながらすすむモデルとは明らかに違う

だけに興味深いものでした。このような特徴を踏まえ

つつ地域の実践現場に携わることで必要なことは，自

身がこれまでの枠組みにない現実に直面した時に「こ

んなの習ってないよ…」と感じてそこに終始するので

はなく，限られた場の中でいかに自らの主体性を引き

出すことができるかです。ただし現時点では調査フィー

ルドが限られているため，地域実践における方法論や

展開過程におけるそれらの特徴が，どの程度さまざま

存在するのかは明確ではありません。しかし探索する

フィールドを増やしながら調査・分析を進めたうえで，

それらのモデル化にむけて私たちの研究グループは努

めています。 

　臨床心理学は理論ありきの学問ではなく，実践が何

よりも先んじている特徴をもっています。臨床の場は

さまざまな要因が常に動きをともない，複雑に絡み合

う中で展開されますから，体系化することが難しくも

あります。しかしこれをいかに形にできるかを模索す

ることは，臨床現場で実践するものにとって大きな価

値があると感じています。 
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　私は，2006 年 4 月から 2007 年 3 月までの一年間，

アメリカ，カリフォルニア州にあるスクリプス研究所

への留学の機会を得ました。 

 スクリプス研究所は南カリフォルニアのサンディエ

ゴの北にあるラホヤという町にあり，太平洋を見渡す

美しい丘の上に建っています。ラホヤは，アメリカ有

数のリゾート地として知られていますが，美しいビー

チ以外に，カリフォルニア大学サンディエゴ校（UCSD），

ソーク研究所などの研究機関や数多くのベンチャー企

業があるため，リゾート地というよりはむしろ，リサー

チパークとして知られています。 

 スクリプス研究所は，アメリカ最大の私立研究機関

の一つであり，300人近い教員と約1,000人のポスドク，

それに 1,500 人の技官で構成されています。研究力は

非常に高く，最近では 2001 年にシャープレス教授，

2002年にはビュートリッヒ教授がノーベル化学賞を受

賞し，化学の研究において世界で最も影響力があると

されている研究所です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 私が留学した，Carlos F. Barbas教授の研究室（以

下バルバス研）は，総勢 25人程度，そのほとんどが

博士研究員や客員研究員です。研究員の国籍は，アメ

リカ，ヨーロッパ，アジアなど国際的でした。 

 バルバス研には，大きく分けて生物学と化学の研究

グループがあります。生物学グループは 15 人程度，

化学グループが6人程度です。生物学グループでは，1）

亜鉛フィンガータンパク質による遺伝子発現調節，2）

がん，HIVなどの治療に用いる抗体の創製と治療法の

開発，3）抗体と低分子化合物を組み合わせた新規治

療法の開発，などを研究しています。 

 一方，私が所属していた化学グループは従来，1）

アルドラーゼ抗体触媒を用いる有機合成反応，2）抗

体触媒を用いた，がん治療に有効なプロドラッグ活性

化反応，などについて研究されていましたが，最近で

は，有機分子触媒の研究が中心に行われています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 この有機分子触媒というのは，有機化合物（アミノ

酸など）を触媒として用いる方法です。このようなア

ミノ酸誘導体を用いた有機分子触媒は，1）重金属な

どの有害物質を用いないため安全性が高い，2）官能

基の保護や基質の活性化を必要としないため，環境に

やさしい，3）触媒の原料が安価かつ大量に入手可能

な場合が多く，経済的にも優れている，といった利点

があるため，現在，世界中の多くの研究者によって研

究されている分野の一つです。そのため，興味のある

データがでると，全員が同じテーマをやる事もありま

した。 

 私は，有機分子触媒を用い，シン選択的不斉アルドー

ル反応の開発研究を行いました。その結果，触媒とし

て，トレオニン誘導体を用いる事で，高い選択性で，

目的の化合物を得る事に成功しました。 

　この1年間の留学を通して、多くの刺激を受けるこ

とができました。この経験を、今後の教育、研究活動

に活かしていこうと考えています。 

 

 

 

 

スクリプス研究所化学科の建物 

化学科研究棟の内部 

スクリプス研究所に留学して 
医薬化学分野  講師  今井　幹典 
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南イリノイ大学PBLワークショップに参加して 
社会薬学分野  講師  野呂瀬　崇彦 

　このたび，本学教育研究奨励金を得て，平成 19年

6月 11日（月）から15日（金）までの5日間のPBLワーク

ショップ“Essentials of Problem-Oriented Learning: 

Facilitator Training, Curriculum Design, Problem 

Construction, and Assessment”に参加して参りまし

た。南イリノイ大学は

シカゴから飛行機で南

に 1 時間ほどの，スプ

リングフィールドにあ

る州立大学です。州都

とはいえ人口11万人の

小さな町で，アメリカ

の第16代大統領アブラ

ハム・リンカーン生誕

の地としても知られて

います（といっても，

私は今回はじめて知っ

たのですが…）。 

 今回のワークショップ参加の目的は，本学がかねて

より導入を試みているPBL（Problem Based Learning）

についてより深く理解するとともに，効果的な実践方

法やPBLをベースとしたカリキュラム構築の手法を

学ぶことにありました。本稿をお読みになられる方々

には「PBLってなんだ？」という方もいらっしゃると

思います。そこで，本ワークショップで学んだことを

基に，まずPBLについて簡単に述べたのちに，ワー

クショップの内容をご報告いたします。 

　PBLとは「問題基盤型学習」であり，実社会の中で

遭遇する場面を事例（シナリオ）として「何が問題な

のか？」「どうすれば解決できるのか？」「そのために

自分たちは何を学べばよいのか？」を学習者自らが明

らかにし，自学自習によって知識を身につける学習方

法です。通常は6～8名の学生に1名のテューター（学

習支援者）がつくテュトーリアルグループという学習

グループに分かれて進められます。 

 学習科目（薬理学，免疫学など）や学習疾患（糖尿

病，悪性腫瘍など）をテーマとして，実際の臨床場面

を想定した症例が与えられます。コアタイムと呼ばれ

る1～2時間程度のグループディスカッションの中で，

メンバーは症例についてディスカッションをし，各自

が自分に不足している知識を見つけ，各々の学習項目

を明確にします。テューターはディスカッションを進

行させますが，知識の提供（レクチャー）はしません。

あくまでもグループメンバーがお互いに学びあう，自

分たちで学習課題を見つける，ということをサポート

する役割に徹しています。コアタイムが終了したら半

日～2日間，メンバーは個々に自分が設定した学習項

目を自習します。手持ちのテキスト，図書館，インター

ネットを活用したり，どうしてもわからない場合は大

学の教員に質問したりします。あくまでも「教わる」

のではなく「自ら学ぶ」ことが前提となります。自習

の後，再びコアタイムを行い，学習した内容を共有し

てさらにディスカッションをすすめ，問題解決に結び

つけます。これらの合間を縫って，テーマに関連する

補助的な講義や実技・実習を行います。 

 各症例には必ず到達目標や学習のねらいが設定され

ています。コアタイムでは，このねらいに外れないよ

うにしますが，自習ではその周辺知識も自分で学びま

す。すなわち，従来型の講義を中心とした「受動的学

習」ではなく，ディスカッションと自習を中心とした

「能動的学習」になります。このスタイルにより，実

際に卒業して現場にでたときに求められる「問題発見，

解決能力」「コミュニケーション能力」の習得を，知

識習得のプロセスで同時に身につけていくことができ

ます。 

　PBLは 1970年代にカナダのマクマスター大学医学

部で考案され，その後欧米の医学教育で急速に浸透し

てきました。わが国でも 1990 年代に紹介され，医学

部の約 80％前後は何らかの形でPBLを取り入れてい

るといわれています。私が昨年度に視察した岐阜大学，

三重大学の医学部では，カリキュラムそのものがPBL

ベースで組み立ててられていました。近年薬学教育で

も，この新しい学習方法を教育の中に取り入れる試み

がなされております。本校でも実習などで一部活用さ

れていますが，これらをさらに推し進めていくことで，

より質の高い薬剤師教育が可能になると思われます。

そこで，今回，北米の医学教育のメッカといわれる，

南イリノイ大学医学部のワークショップに参加させて

いただくことになったわけです。 

 前置きが長くなりましたが，ワークショップの報告

をします。本ワークショップは南イリノイ大学医学部

の生涯学習センターが主催する，学外の大学教員の

FDのために企画されたものです。5年ほど前から毎

年この時期に行われており，全米各地はもちろん，海

南イリノイ大学の校舎 
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外からの参加も受け入れています。今回のワークショッ

プでは，アメリカ国内から医学部教員 6名，PA（医

師アシスタント：医師の業務の50％程度をカバーする

医療職）大学院の教員2名，短期大学教員3名の計11

名が参加，海外から韓国の医学部教員4名および私の

計5名の参加でした。医学部内にある博物館（18世紀

の薬局の模型なんかがおいてありました！）というちょっ

と変わった会場でしたが，これがまたいい雰囲気を出

していたと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　5日間のワークショップは，2～3グループに分かれ

たPBL体験と，それに関連するレクチャー，ディスカッ

ションで構成されていました。具体的には「シナリオ

の作成方法」「コアタイムにおけるテューターの役割

と実践ポイント」「評価の仕方」「PBL基盤型カリキュ

ラムの構築方法」「PBL教育の成果に関する研究」な

どを，実践しながら学ぶスタイルです。学んだことを

すべて挙げるとキリがないのですが，いくつか印象に

残っている言葉があります。「学習の責任は大学・教

員ではなく，学生自身にある。」「学生は学びたいと思っ

ている。教員はそのきっかけを作ればよい。」「PBLの

目的は『体系的な科目別の学問知識』を身につけるこ

とではなく，『現場で使える，科目間でつながりのあ

る知識』を身につけることである。」「講義型教育では，

学生がその時点で持っている知識レベルが均一である

ことが前提である。PBLは個々の知識レベルに応じて

自分の学習項目を決定して自習するため，スタート時

点での知識の差は問題とならない。」といったものです。

本学のみならず，日本の高等教育の今後を考えるうえ

で，非常に示唆に富む言葉だと思います。 

 現在本学の中では，実習や自由科目セミナーのなか

でPBLを取り入れる試みが広がっています。今回のワー

クショップで得た知識を，広く本学教育の中に還元し

ていきたいと考えています。 

 平成 19年 8月 6日（月）に，本学に申請された町田麻

依子氏（本学助教）の博士学位記授与式が挙行されま

した。論文題目は「慢性腎不全患者におけるカルベジ

ロール導入によるジゴキシン血中濃度および病態に及

ぼす影響」でした。この論文で町田氏は，慢性心不全

患者の治療に近年用いられるようになったβ遮断薬カ

ルベジロールの有用性とカルベジロール併用が血中ジ

ゴキシン濃度に影響を及ぼさないことを明らかにしま

した。 

 

  

  

 第 72回北薬特別講演会が平成19年 7月 20日（金）に

開催されました。発表内容は以下のとおりです。 

 ●　早川達教授「Arizona 大学薬学部における薬剤

師教育」（帰朝報告） 

 ●　平成18年度本学教育研究奨励費採用者（神久聡

教授，佐藤久美准教授，山田惠准教授）による成

果発表 

 第 73回北薬特別講演会が平成19年 9月 7日（金）に開

催されました。発表内容は以下のとおりです。 

 ●　齋藤嘉津彦講師「日本人クローン病患者におけ

るステロイド応答性とSLC22A4/5 遺伝子多型の

関連解析」 

 ●　今井幹典講師「米国スクリプス研究所に留学して」

（帰朝報告） 

  

 

  

 本学大学院修士課程の平成 20年度推薦入学試験が

平成19年8月20日（月）に実施され，生物薬学専攻10名，

臨床薬学専攻7名が合格しました。 

 なお，修士課程の一般1次入試と社会人入試は11月

3日（土）（出願期間は10月 19日（金）～10月 26日（金）），

修士課程の一般2次入試と博士後期課程入試は平成20

年 2月 15日（金）（出願期間は平成20年 2月 4日（月）～2

月12日（火））に実施します。 

PBLワークショップの様子 

町田麻依子氏に博士学位を授与 

北薬特別講演会を開催しました 

大学院修士課程推薦入学試験の結果 
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平成19年度「教育研究奨励費」が決定しました 

平成18年度　学部卒業生の就職状況 

　平成 18年度卒業生の最新の就職状況について就職

部より報告します。本学に対する薬局・病院・製薬企

業等からの求人件数は，前年度と同程度の820件でした。

内訳は，開局薬局351（道内64，道外287），病院薬局

403（札幌市内51，札幌以外の道内75，道外277），製

薬企業37，医薬品卸業6，化学製造業7，血液センター

1，臨床検査等15でした。平成17年度と比較して大き

な差はありませんが，開局薬局は 3.6％減少し，病院

薬局は 1.3％増加しました。また，求人数は，総数

2,546 人（前年度比 11.3％増）で，就職希望者数の約

18倍でした。 

 卒業生184名の進路を右表にまとめました。大学院

進学29名（本学大学院24名，他大学大学院5名）お

よび就職を希望しない 12名を除くと，就職希望者は

143名で，6月 28日の時点で136名の就職が決定（決

定率95.1％）しています。進路状況の「未定・その他」

の欄は，就職を希望しない人および薬剤師国家試験不

合格のために就職を辞退した人たちです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　就職先の内訳は，例年どおり開局薬局が最も多く，

次いで病院薬局となっています。この他，平成 18年

度は開局および病院薬局以外の職種として製薬企業に

　本年度の「教育研究奨励費」（総額3,950千円）の配分が決定しました。応募総数は40件，採択数は11件でした。 

平成18年度　学部卒業生の進路状況（平成19年6月28日現在） 

注：（　）内の数値は，卒業生総数に対する％ 

男子 

卒 業 生 総 数 

大 学 院 進 学 

未定・その他 

就 職 者 総 数 

開 局 薬 局 

病 院 薬 局 

製薬企業等 

医 薬 品 卸 

治　　　験 

化学製造業 

86（100.0） 

56（  65.1） 

29 

24 

   1 

   1 

   0 

   1 

16（  18.6） 

14（  16.3） 

98（100.0） 

80（  81.6） 

46 

31 

   2 

   0 

   1 

   0 

13（  13.3） 

   5（　 5.1） 

184（100.0） 

136（  73.9） 

  75 

  55 

　 3 

　 1 

　 1 

　 1 

  29（  15.8） 

  19（  10.3） 

女子 合計 

就
　
職
　
先 

分野（施設）名 氏　　名 教育研究課題名 

薬 剤 学  

臨床薬剤学  

生 命 科 学  

語 学  

病 態 科 学  

社 会 薬 学  

薬 理 学  

社 会 薬 学  

薬物治療学  

薬 学 教 育  

社 会 薬 学  

関　　　俊　暢 

猪　爪　信　夫 

丹　保　好　子 

（代表） 
神　　　久　聡 

江　川　祥　子 

梅　田　純　代 

加　納　誠一朗 

黒　澤　菜穂子 

齊　藤　嘉津彦 

大　野　裕　昭 

野呂瀬　崇　彦 

カチオン性高分子吸収促進剤とペプチド性薬物並びに細胞表面との相
互作用に関する研究 

「自由科目」と研究の融合～内皮細胞の抗酸化システムに関する研究 

血漿中リトドリン濃度を指標とする切迫早産治療法の適正化 

職名 

准教授 

教　授 

准教授 

教　授 

教　授 

講　師 

講　師 

教　授 

講　師 

助　教 

講　師 

関節リウマチ患者の臨床経過予測マーカーの開発 

地域医療を担う薬剤師への医療情報の提供 

心臓の結合組織に存在するマストセル脱顆粒と不整脈との関係 

第10回日本医薬品情報学会　総会・学術大会（札幌）の開催 

項目反応理論による効果的な教育法の開発 

問題基盤型学習（PBL）を活用した教育のプロセスと成果に関する研究 

薬学教育6年制に向けた英語力向上のための支援プログラム 
―TOEIC受験をめざして―（継続） 

薬物体内動態関連遺伝子を含む薬物の感受性に関与する遺伝子の変異・
多型解析 
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3 名，医薬品卸・治験関係会社・化学製造業に各 1名

が就職しました。ここ数年，開局および病院薬局以外

にも製薬企業，治験関係会社あるいは医薬品卸企業な

ど，さまざまな企業が薬学生の採用を意欲的に進めて

います。また，平成 19年度は北海道からの採用（道

立病院，保健所）がありましたが，公務員を目指す学

生は今後このようなチャンスを逃さないよう，ぜひ検

討して欲しいと思います。 

　どのような就職先を選定して志望するかは，自分の

性格や適正，あるいは将来の生活設計を考慮したうえ

で選択することが必要です。そのためには，就職先に

関する確かな情報が必要になります。職種によって，

採用スケジュールが異なるので，早めに就職資料室や

インターネットを利用して情報収集することを薦めま

す。長期休暇中の希望病院・薬局への訪問や自主研修，

さらに製薬企業，開局薬局が行っているインターンシッ

プへの参加も検討する価値はあります。就職部でもイ

ンターンシップ等については積極的に情報の収集およ

び提供を行う方針です。本年度から導入したインター

ネットを活用するネオリッチ社の進路支援システムに

よっても，本学に対する最新の求人情報が引き出せま

す。4年生の多くはすでに登録済みですが，3年生に

対しては，今秋にシステムを説明する予定です。 

 最後に，18年度卒業生の全就職先を以下に示します。 

  

病　院 

【北海道内】［札幌］（医）柏葉脳神経外科病院，（医）清

田病院，（医）恵佑会　札幌病院，（医）五風会　さっ

ぽろ香雪病院，（医）秀友会　札幌秀友会病院，（医）

札幌中央病院，（医）禎心会病院，（医）禎心会　新札

幌恵愛会病院，（医）彰和会　北海道消化器科病院，（医）

社団カレスアライアンス　天使病院，（医）渓仁会　

西円山病院，（社）北海道勤労者医療協会，北海道厚

生農業協同組合連合会，（医）札幌山の上病院，（医）

社団明生会　琴似ロイヤル病院　［小樽］市立小樽

病院，（医）北仁会　石橋病院，（社）日本海員掖済会

小樽掖済会病院　［江別］（医）社団藤花会　江別谷

藤病院　［石狩］（医）社団ピエタ会　石狩病院　［恵

庭］（医）北晨会　恵み野病院　［苫小牧］（医）王子

総合病院　［洞爺湖］社会福祉法人北海道社会事業

協会　洞爺病院，（医）社団洞仁会　洞爺温泉病院　

［室蘭］（医）社団カレスアライアンス　日鋼記念病

院　［岩内］社会福祉法人北海道社会事業協会　岩

内病院，［函館］社会福祉法人函館厚生院　函館五

稜郭病院，社会福祉法人函館厚生院　函館中央病院

［旭川］旭川医科大学病院，旭川赤十字病院　［北見］

小林病院　［釧路］総合病院釧路赤十字病院，市立

釧路病院，道東勤労者医療協会　道東勤医協釧路協

立病院　［音更］（医）徳洲会　帯広徳洲会病院 

【北海道外】［青森］むつ総合病院　［群馬］桐生地域

医療組合　桐生厚生総合病院　［茨城］（医）社団常

仁会　牛久愛和総合病院　［東京］（財）河野臨床医

学研究所　第 3北品川病院　［愛知］豊橋ハートセ

ンター　［長崎］健友会　上戸町病院 

  

薬　局 

【北海道内】［札幌］札幌臨床検査センター（株）ノルデ

ン薬局，（株）中央調剤，（株）ナカジマ薬局，日本調

剤（株），（株）ファーマホールディング，（株）北海道

保健企画　ひまわり薬局，北海道クラフト（株），（株）

マルベリー　パルス薬局，（株）メイプル，（株）富士

バイオメディックス，（株）アインファーマシーズ，（株）

クリオネ，（株）キタ調剤薬局　［苫小牧］（株）ライファ

ポプラ薬局グループ，（株）センター薬局グループ　［函

館］アサヒ調剤薬局（株）　［旭川］（株）中央薬局，（株）

北健友社　ハート薬局，（株）ツルハ，（株）サンクー

ル　［小樽］（株）英P＆M　［北見］ポテト調剤薬局

［紋別］（株）紋別ファーマシー　サンセール薬局 

【北海道外】［青森］メディック（株），（有）サン・ショ

ウ　サン調剤薬局　［秋田］（株）ファーマックス，（株）

ビディアル　［宮城］（株）仙台調剤，（株）オオノ　ひ

かり薬局　［福島］　（株）コスモファーマ，洋向台薬

局　［千葉］（有）大洋メディカルサプライ，（株）大木，

（株）マツモトキヨシ　［東京］（株）ユニオン企画，（株）

日本調剤，（株）アインファーマシーズ，（株）サンドラッ

グ，（株）ファーコス，（有）仁生堂　［神奈川］（有）新共

薬局，（有）三進堂薬局，（株）クリエイトエス・ディー

［愛知］（株）スギ薬局　［大阪］（株）富士バイオメディッ

クス　［兵庫］（株）アルカ 

  

製薬企業 

【北海道内】［小樽］共成製薬（株） 

【北海道外】［東京］アステラス製薬（株），エーザイ（株） 

  

化学製造業 

【北海道外】［東京］日本アルコン（株） 

  

医薬品卸業 

【北海道内】［札幌］モロオ（株） 

  

治　験 

【北海道外】［東京］（株）三菱化学メディエンス 



第4回　医療人デー 

OSCEトライアルを実施 

第1回オープンキャンパスを開催 

大学院学生スカラシップを受賞 

平成19年度　桂青会役員が決定 

 

 

　OSCE（Objective Structured Clinical Examination：

客観的臨床能力試験）は，6年制薬学教育において実

務実習に先立って実施される技能と態度の試験です。

本学では，本年6月から 7月にかけて4年生の「臨床

薬学実習」において，計6回のOSCEトライアルを実

施しました。トライアルでは，「北海道薬科大学SP研

究会」から計10名のSP（標準模擬患者）に参加して

いただき，各回約 30名の学生が，調剤，調剤薬鑑査

および患者対応（初回インタビュー）の課題に取り組

みました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 北海道薬科大学では，学生が将来薬剤師となること

を意識し，医療人として相応しい態度を習得すること

を目的として，定期的に“医療人デー”を定めていま

す。第4回は平成19年 6月 21日（木）に「笑顔」をテー

マとして実施し，笑顔のつくり方などの指導や学生同

士によるチェックが行われました。また昼休みにミニ

セミナー「笑顔セミナー　～表情でこれだけ変わる貴

方の印象～」が開催されました。この“医療人デー”

は今年度以降も年3～4回開催する予定です。 

 

 

 

 本年度の桂青会役員および委員が以下のとおり決定

しました。 

〔学生委員〕 

委員長：原口真智子（2年），副委員長：荒谷陽子（2年），

議長：菊地諒（3年），副議長：吉田誠（2年），書記：石原靖

浩（3年），久保葉月（1年），委員：北島彩郁（1年），倉田蓉

子（1年），寺林拓弥（1年），村尾優（1年），鶴舎真奈美（2年），

三浦裕太朗（2年），坂井孝行（3年），宮宅秀幸（3年），矢

野真沙代（3年），押尾洋佑（4年），神成伸彦（4年），元茂

拓法（4年），吉田光一（4年），茂木俊朗（修士1年），工藤

誠一朗（修士1年），小山恭平（修士2年），今村亘（修士2年） 

〔監査員〕 

佐々木瑛貫（1年），田中真由（2年），種田香菜（3年） 

〔執行部員〕 

部長：原口真智子（2年），副部長：廣橋将行（3年），部員：

村尾優（1年），荒谷陽子（2年），前川静香（2年），中村香

織（2年），加清美里（3年） 

〔体育局〕 

局長：山中崇史（3年），副局長：川畑秋菜（3年） 

〔文化局〕 

局長：海老原政信（2年），副局長：菊地貞三（2年） 

 

 

 

 第 1回オープンキャンパスが，平成19年8月4日（土）

に開催されました。当日は，台風5号が接近する悪天

候でしたが，受験生 170 名，ご父母・同伴者 106 名，

計276名が参加しました。午前中の模擬講義の後，昼

には2時間のフリータイムを設け，その間に種々の体

験実習に参加していただきました。また，午後には，

本学卒業生でもある夕張希望の杜　理事長　村上智彦

先生による特別授業が行われました。 

 参加者には，各プログラムに熱心に参加していただ

き，地域医療における薬剤師の役割と，それに貢献す

る薬剤師を育成するという本学の教育の目標を理解し

ていただけたものと思います。 

 なお，第2回オープンキャンパスは，10月 13日（土）

にほぼ同じ内容で開催される予定です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 本学大学院博士課程1年の戸上紘平君が，日本薬剤

学会永井財団より大学院学生スカラシップとして表彰

されました。表彰の対象となったのは，第 22年会に

おける口頭発表「ケトライド系抗生物質テリスロマイ

シンの肺組織移行機構と肺内動態に関する検討」で，

発表終了後に賞状が授与されました。 
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体育大会を開催 

 

 

 

 第 32回北薬祭（実行委員長：1年・村尾優さん）が

平成19年 7月 7日（土）・8日（日）に開催されました。テ

ーマ「パレット　～Identity color～」は，昨年の「イ

ニシエーション　～新創開店～」に十人十色の個性を

つけ加え，北薬大キャンパスに大きな，そして色彩豊

かな絵を描くこと，大学のカラーを表すことを目標と

して決定されました。 

 北薬祭は，快晴の朝，大和田学長の開会のあいさつ

で始まり，科学実験（科学研究同好会），LIVE（軽音

楽ライブ），STREET DANCERS（ダンス部），演舞（空

手部），美術品展示会（美術部），カラオケ大会，ene

同好会による「タミフル」，「メタボリックシンドロー

ム」をテーマとした討論会，教職員や外部の先生によ

る「薬の相談室」，「薬草園見学と講演会」など薬科大

学らしい，そして今回のテーマに合致した企画が催さ

れました。芸能ライブでは，お笑いコンビ“トータル

テンボス”が出演しました。恒例の焼き鳥，お好み焼

き，クレープやたこ焼きなどの露店，ビンゴ大会も行

われ，最後に桂岡の夜を染める盛大な花火で 32回目

の北薬祭は終了しました。 

 

 

 

 平成19年7月7日（土）に体育大会（実行委員長：3年・

山中崇史君）が開催されました。競技種目はバスケッ

トボール，バレーボール，ソフトボールで，それぞれ

8，19，14チームが参加しました。開会式は大学祭屋

外ステージで行われ，グラウンドと桂青館で，総勢

436人により白熱した試合が繰り広げられました。優

勝はバスケットボール「もっと感じたいの」，バレー

ボール「リップクリーム」，ソフトボール「THEティ

ッシュ」でした。今回は，ソフトボールに教員チーム

と事務職員チームが参加し，親睦を深めました。7月

8日（日）の表彰式では，沢山の豪華な賞品が授与されま

した。 

 

 

 

 北海道薬科大学桂青会は，平成19年7月6日（金）に，

桂岡・銭函地区の生活環境の整備と景観の保全を目的

とし，ボランティア清掃を行いました。学生，教職員，

桂岡町内会と銭函・桂岡アパート組合の方々，総勢

164名が参加しました。清掃場所は，桂岡町内と銭函

町内に加え，国道5号線，銭函駅周辺，銭函海岸沿い

の道路などです。気温が上がる中，汗だくとなって活

動し，収集されたゴミはゴミ袋数十袋にもなりました。

このボランティア活動に参加する学生たちは，毎年参

加者が増えてきており，今後はより広範囲に活動を広

げることができると思われます。 

  

  

 

　学生一人ひとりの修学を支援し，社会に貢献できる

薬剤師を育成することを目的として，父母と大学が緊

密に連携・協調するために，北海道薬科大学父母後援

会（仮称）を設立することを計画しています。平成19

年度内の設立を目指し，第1回設立準備委員会が平成

19年 9月 21日（金）に札幌ガーデンパレスで開催されま

した。会則の制定や事業内容など必要事項を検討した

後，10月には父母の方々へ入会案内が送付される予定

です。 

 

 

 

 平成 19年度父母懇談会を平成19年 10月 13日～ 27

日の土・日曜日に開催します。開催地は道内6都市（北

見，帯広，旭川，釧路，室蘭，函館），東北4都市（青

森，秋田，盛岡，仙台），東京，名古屋および本学の

計 13会場です。父母懇談会では例年，主に前期定期

試験の結果，進級・卒業・就職に関する事項，大学に

おける学生生活の状況や友人関係について話し合われ

ます。また各懇談会場では，授業や実習風景，大学に

おけるイベントなどを紹介するVTRが放映される予

定です。 

第32回　北　薬　祭 
パレット ～ Identity color～ 

父母後援会（仮称）の設立を準備 

父母懇談会の開催案内 

ボランティア町内清掃活動 

開催日 

ホテルヒーロー 

ビッツアークホテル 

青森グランドホテル 

旭川グランドホテル 

釧路東急イン 

アキタパークホテル 

室蘭プリンスホテル 

ホテルエース盛岡 

駅前モンブランホテル 

函館国際ホテル 

ホテルJALシティ仙台 

ニューオータニイン東京 

北海道薬科大学 

会　場 

帯　広 

北　見 

青　森 

旭　川 

釧　路 

秋　田 

室　蘭 

盛　岡 

名古屋 

函　館 

仙　台 

東　京 

本　学 

10月13日（土） 

10月14日（日） 

10月20日（土） 

10月21日（日） 

10月27日（土） 

開催地 



募 集 人 員  

出 願 期 間  

試 験 日  

試 験 地  

試 験 科 目  

合格発表日 

A日程 

 

 

平成20年2月1日（金） 

B日程 

 

 

平成20年2月2日（土） 

一般入試 
大学入試センター試験利用入試 

 

15人 

 

本学独自の試験は実施しません。 

－ 

センター試験指定教科／数学，外国語，理科 

平成20年2月8日（金） 

平成20年1月11日（金）～1月25日（金） 

55人 

小樽（本学），仙台，東京，大阪 

数学，外国語，理科 

平成20年2月5日（火） 

募 集 人 員  

出 願 期 間  

試 験 日  

試 験 地  

試 験 科 目  

合格発表日 

公募制推薦 

25人 

 

平成19年11月17日（土） 

 

書類審査，小論文，面接 

指定校推薦 

50人 

平成19年11月1日（木）～11月9日（金） 

平成19年11月18日（日） 

小樽（本学） 

書類審査，面接 

平成19年11月22日（木） 

系列校推薦 

30人 

推薦入試 
社会人入試 

 

5人 

 

平成19年11月17日（土） 

 

基礎学力，面接 

募 集 人 員  

出 願 期 間  

試 験 日  

試 験 地  

試 験 科 目  

合格発表日 

同窓生子女 

20人 

後継者育成 

10人 

平成19年11月1日（木）～11月9日（金） 

平成19年11月18日（日） 

小樽（本学） 

書類審査，面接 

平成19年11月22日（木） 

AO入試　※エントリー受付は終了しました。 ※ 
エントリー受付期間 
　平成19年7月2日（月）～9月19日（水） 
出願許可発表日 
　平成19年10月19日（金） 

　図書館・医薬情報センターは，薬剤師として活躍す

る本学卒業生の皆様に対して以下の医薬品情報を提供

して，卒業生の役に立つ情報の発信源として努力いた

します。 

　1　癌，糖尿病領域に特化した情報提供 

　2　英文情報の解説（論文アブストラクトの和訳） 

　3　サプリメントと医薬品の相互作用 

　4　ジェネリック医薬品の情報収集と提供 

　5　一般的な情報の整理と提供，関連Web siteの紹介 

　現在，海外旅行時に携行する医薬品の簡単な英文説

明文書の作成をお手伝いできるように，幾つかの英文

書式例を用意しています。詳細は，本学ホームページ

（http://www.hokuyakudai.ac.jp）を開き，右側にあ

る図書館・医薬情報センターのボタンをクリックし，

更に「新着情報」を開いてください。今後，このペー

ジに図書館・医薬情報センターのお知らせを随時掲載

していきます。是非ご覧下さい。近い将来，5,000人を

超える卒業生の皆様と大学をネットワークで結び，皆

様がお持ちの貴重な体験に基づく知識を卒業生全員で

共有し，活用できるようにしたいと考えています。 

　AED（Automated External Defibrillator＝

自動体外式除細動器）を学生ラウンジに設置し

ました。 

　また，平成19年6月29日（金）にAEDの使い

方を体験する講習会が開かれ，参加者は熱心に

説明を聞いていました。 

※出願資格，試験科目等の詳細は，入学案内書とともに配布している学生募集要項を参照してください。 

■学校法人北海道尚志学園　北海道工業大学 北海道薬科大学 北海道自動車短期大学 北海道総合電子専門学校 北海道尚志学園高等学校 北海道自動車学校 

医薬情報室ニュース 
AEDを設置しました 

平成20年度  学生募集要項（概要） 

■募集学部・学科／薬学部・薬学科（修業年限6年）　　■入学定員／210人 
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薬剤師学び直しのための教育支援プログラム

医療人GPフォーラム／小樽商科大学との包括連携協定締結

植松学長補佐が退職／博士学位授与／FD講演会／臨床薬理学会優秀演題に採択

文部科学省「研究設備整備費補助金」に2件採択／北薬特別講演会／薬剤師教育研修会

OSCE評価者養成講習会／SP養成講習会

英国アロマセラピー留学体験記／大学院修士学位論文発表会

第2回就職相談会／同窓生・在学生合同懇話会

平成19年度授業アンケート結果／本学奨学生／病院実習・薬局実習／クラスアワー

臨床講義棟が日本建築学会の作品選奨を受賞

「薬学生の集い」年会に参加して／ボランティアSSS部／弓道部／海外語学研修

父母懇談会／「父母後援会」設立の進行状況

第2回オープンキャンパス／平成20年度学部入学試験結果・大学院入学試験結果

1

2

3

4

：小樽商科大学との協定調印

：第２回就職相談会

：夕張医療センター長　村上先生の特別授業
（第２回オープンキャンパス）

：無菌室での体験実習（同上）4

3
2
1
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旭川医科大学　大崎能伸先生の講義 

　平成19年7月に文部科学省の委託事業に選定された

本学の「社会人学び直し対応教育推進プログラム」の

「講義コース」が，表1に示す内容で10月から開始さ

れました。20名の受講生は熱心に聴講し，質問も多く，

講師の方々もその熱意に驚かされています。また，受

講生からもわかりやすい講義内容と好評を得ています。

受講生のうち1名は遠隔地のため，インターネット受

講を実施しており，毎回課題が与えられ，その解答提

出が義務づけられています。11月の講義では北海道新

聞社の取材があり，その記事は12月8日（土）付の北

海道新聞に掲載されました。「講義コース」は 3月で

終了し，4月からは表 2に示す内容（予定）の「技能

コース」が本学の臨床講義棟で開始されます。 

　なお，「19年度後期」受講生は「講義コース」に続

いて「技能コース」を履修後，本プログラムを修了し

ます。「20年度前期」および「20年度後期」の受講生

に関しては，「19年度後期」募集時に受講できなかっ

た方を対象とする予定です。従って，新たな募集は「平

成21年度前期」以降の受講生となる予定です。 

■社会人の学び直しニーズ対応教育推進プログラム 
 
　文部科学省は，再チャレンジを可能とする社会の実
現を目的として，大学，短期大学，高等専門学校に対
して，社会人の学び直しに資する優れた学修プログラム，
すなわち「社会人の学び直しニーズ対応教育推進プロ
グラム」の事業を募集しました。これに対して，本学
では，「薬学教育6年制導入に伴う薬剤師学び直しのた
めの教育支援プログラム」を提案して選定されました。
この事業に対しては，全国から 315 件の応募があり，
126件が委託事業として選定されましたが，このうち薬
剤師の分野では，本学を含めて2件でした。 

表1　講義コース 

開講日 講義内容 医　師 薬剤師 

平成19年 

10月20日 

（土） 

 

11月10日 

（土） 

 

12月15日 

（土） 

 

平成20年 

1月19日 

（土） 

 

 

2月16日 

（土） 

 

 

3月15日 

（土） 

 

糖代謝異

常疾患 

 

 

消化器系

疾患 

 

循環器系

疾患 

 

呼吸器系

疾患 

 

 

精神神経

系疾患 

 

 

脂質代謝

異常疾患 

柳沢克之 

（市立札幌病院・糖尿

病代謝内科・部長） 

 

佐々木一晃 

（小樽掖済会病院・

副院長） 

 

野村憲和 

（本学・教授） 

 

大崎能伸 

（旭川医科大学・講

師） 

 

田村義之 

（旭川医科大学・講

師） 

 

伊藤博史 

（旭川医科大学・准

教授） 

毛利智彦 

（時計台記念病院・

薬局長） 

 

齋藤嘉津彦 

（本学・講師） 

 

早川　達 

（本学・教授） 

 

小野尚志 

（旭川医科大学病院） 

 

星　勝治 

（本学・教授） 
 

佐藤久美 

（本学・准教授） 

 

大滝康一 

（旭川医科大学病院） 

 

表2　技能コース 

開講日 項　目 担当者 

平成20年 

4月19日（土） 

20日（日） 

 

5月17日（土） 

18日（日） 

 

6月21日（土） 

22日（日） 

 

7月19日（土） 

20日（日） 

 

8月23日（土） 

24日（日） 

 

9月13日（土） 

14日（日） 

 

調　剤 

 

 

薬物治療モニタリン

グ（TDM） 

 

栄養輸液管理 

 

臨床コミュニケーショ

ン 

 

医薬品情報の収集と

活用 

 

 

薬歴管理 

 

早勢伸正（本学・教授） 

藤本哲也（本学・助教） 

 
 

猪爪信夫（本学・教授） 

今田愛也（天使病院・薬剤師） 

 

郡　修徳（本学・教授） 

齋藤嘉津彦（本学・講師） 

 

野呂瀬崇彦（本学・講師） 

村上美穂（本学・准教授） 

 

黒澤菜穂子（本学・教授） 

梅田純代（本学・講師） 

 

早川　達（本学・教授） 

戸田貴大（本学・講師） 

伊東佳美（本学・講師） 

「薬学教育6年制導入に伴う薬剤師学び直しの 
ための教育支援プログラム」が始まりました 
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医療人GPフォーラム in 旭川 

 

 

　本学では，文部科学省の平成 18年度「医療人GP」

に選定された取組内容とその成果を広く社会に周知す

るため，各地で「医療人GP」フォーラムを開催して

います。本年度は，北海道内の4市で実施していますが，

前号の「桂」では，北見市，函館市で実施した第1回，

第2回フォーラムについて報告しました。第3回フォ

ーラムは平成19年 12月 22日（土）に，旭川市にて旭

川市薬剤師会のご協力を得て開催し，旭川薬剤師会の

方々をはじめとして 61名が参加しました。フォーラ

ムでは，「医療人GP」の取組の詳細な説明，1年次の

アーリーエクスポージャー（早期体験実習），2年次の

介護，養護施設での体験学習の実施内容について発表

しました。発表の中で，旭川周辺地区の学生の体験学

習の実施結果が報告されましたが，多くの参加者から

大きな関心が寄せられました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　なお，フォーラムの終了後に行われたアンケート調

査では，以下のご意見，感想，要望をいただきました

ので，紹介させていただきます。 

 ●　より良い薬剤師養成に向けての大学の取組が十

分理解できました。 

 ●　体験学習を受ける前の事前学習および終了後の

発表会など，細かい取組みの姿勢が評価できました。 

 ●　体験学習は，将来患者さんとのコミュニケーシ

ョンを図る上で有用であると思います。 

 ●　1，2年次の体験学習を，今後の5，6年次の実務

実習にどのように結びつけていくのか，大学の方

針が少し理解できました。 

 ●　介護・養護等施設での体験学習は，薬局での服

薬指導のみならず在宅医療への広がりが期待でき

るものと感じました。 

 ●　学生の発表内容を実施施設にフィードバックし

ていただきたい。 

 ●　地域に貢献できる薬剤師を養成するためには，

さらなる工夫が必要であると感じました。 

 ●　一定期間経過後の学生の意識の変化なども評価

してはいかがでしょうか。 

 ●　一般常識あるいは社会人としての常識をもう少

し教育して欲しい。 

　いただいたご意見等は，今後の体験学習を充実させ

ていくために活用していきたいと考えています。 

　なお，平成 20年度の「医療人GP」フォーラムは，

札幌市で開催する予定です。 

 

 

 

　平成19年 10月 11日（木）に，本学と小樽商科大学

との間で包括連携協定が締結されました。調印式は小

樽商科大学で行われ，小樽商科大学の秋山義昭学長と

本学の大和田榮治学長が協定書を取り交わしました。 

　この包括連携協定は，「相互の知見の理解と教育・

研究・産学官連携活動に必要な情報の共有に努め，相

互に連携協力し，両大学ならびに地域社会の発展に資

すること」を目的に締結され，両大学の所属教職員・

学生等が教育および人材育成，生涯学習，地域貢献等

において相互協力し，また研究交流を行うためのもの

です。具体的な取組みとしては，教育内容の向上を目

指した教員相互派遣ならびに教育施設の相互利用や文

理融合共同研究の実施，経営の現状分析とコンサルテ

ィングによる共同での地域薬局に対する支援などが検

討されています。 

 

小樽商科大学との合同市民講座を開催 
　この包括提携協定の調印を記念して，両大学による

合同市民講座を商大駅前プラザ「ゆめぽーと」で開催

しました。内容は以下のとおりです。 

10月 13日（土）　16：30～ 

「からだと心の健康づくりへの第一歩」 

　　　　　小樽商科大学　花輪啓一  教授 

10月 20日（土）　16：30～ 

「健康食品を正しく摂るために：医薬品との相

互作用について」 

　　　　　北海道薬科大学　渡辺一弘  教授 

「医療人GP」フォーラムを旭川市で開催 

小樽商科大学と包括連携協定を締結 
 



 

 

　本年度をもって，植松孝

悦学長補佐が退職されます。 

　植松学長補佐は，昭和

49 年の本学開学時に衛生

化学研究室教授として赴任

し，開設期の本学の基盤づ

くりに大きく貢献されまし

た。 

　校務では，生物薬学科長，

教務部長，学生部長，入試部長，大学院運営部長，図

書館長など，本学の主要な役職，施設長を歴任しまし

た。特筆すべき功績として，教務部長を務められた時

期に1～ 3期生が薬剤師国家試験合格率全国第1位を

成し遂げたことが挙げられます。 

　教育においては，「衛生化学」，「代謝毒性学」，「衛

生試験法概論」などの衛生系科目を担当されましたが，

最も印象に残る授業として多くの卒業生に語り継がれ

ています。 

　研究では，「芳香族含窒素化合物の発がん活性機構

の研究」，「近接発がん体ヒドロキサム酸抱合体の合成

法・特異的脱アシル化酵素の研究」，「ハロゲン化アル

ケンの代謝活性化体の親電子的反応性に関する研究」

など，多くの業績をあげられました。 

 

 

 

　平成19年 12月 19日（水）に，粟屋敏雄氏（旭川医

科大学病院薬剤部），川嶋恵子氏（本学助教）の博士

学位記授与式が挙行されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　粟屋氏は，論文「薬剤師業務および医師の処方を支

援するコンピュータプログラム開発によるファーマシ

ューティカルケアの推進」の中で，薬剤師が院内情報

システム（オーダリングシステム）の開発にかかわる

ことで，薬品管理業務の効率化，併用禁忌薬のチェッ

ク，患者病態を踏まえた薬物適正使用のための処方鑑

査，疑義照会等における情報共有が可能になるとして

います。このことが，限られた人員による医療安全・

薬剤適正使用，そしてファーマシューティカルケアの

推進に関して非常に有用であることを示しました。 

　一方，川嶋氏は「半夏瀉心湯の消化器炎症性疾患モ

デルに対する作用解析」の中で，漢方方剤のひとつで

ある半夏瀉心湯の消化器炎症性疾患モデルに対する有

効性および活性成分とその寄与について明らかにしま

した。 

 

 

 

　平成 19 年 9 月 11 日

（火）に，FD活動の一

環として特別講演会が

開催されました。今回

は，岐阜大学医学部医

学教育開発センター

（MEDC）の藤崎和彦

教授をお招きし，「PBL

教育の有用性と導入の

ポイント」というテー

マでご講演をいただき

ました。 

　同大学におけるPBL（Problem Based Learning）の

実施の様子をDVDにて学んだ後に，医学教育の変遷，

PBLの理論的背景，実施のうえでのポイントをわかり

やすく解説していただきました。終了後は，薬学部と

医学部では教育環境が異なることを踏まえ，導入ポイ

ントや評価方法等について活発な質疑応答が交わされ

ました。 

 

 

 

　平成 19年 11月 28日（水）～ 30日（金）に宇都宮

市で開催された第28回日本臨床薬理学会年会において，

本学出身であり天使病院薬剤部で活躍している今田愛

也先生の「切迫流産治療におけるリトドリンのクリア

ランス変動」と題した本学との共同研究発表が優秀演

題に採択され，表彰されました。今田愛也先生は現在

も本学研究生として臨床研究に精力的に取り組んでい

ます。 

植松孝悦学長補佐が退職 
 

FD講演会が開催 
 

本学卒業生の今田愛也氏が 
臨床薬理学会の優秀演題に採択 

粟屋敏雄氏，川嶋恵子氏に博士学位を授与 
 

講演中の藤崎和彦先生 

川嶋氏（前列左）と粟谷氏（前列右） 

北 薬 大 情 報
北 海 道 薬 科 大 学 広 報 部

K A T S U R A
p u b l i c  r e l a t i o n s  m a g a z i n e

－4－



 

 

 

　大学の教育，研

究に必要な設備購

入経費の一部を国

が補助する「私立

大学等研究設備整

備費補助金」に，

本年度に本学が申

請した 2件のいず

れもが採択されました。同一年度に2件の採択は異例

であり，本学の教育研究活動がさらに進展すると期待

されます。採択された2件の設備名，補助額，購入額

は以下のとおりです。 

　●遺伝子解析システム　　　　　　　　 11,587,000円 

　　（購入額　17,381,700円） 

　●液体クロマトグラフ質量分析計　　　 25,550,000円 

　　（購入額　38,325,000円） 

 

 

 

　第 74回北薬特別講演会が平成19年 11月 12日（月）

に開催されました。発表内容は以下のとおりです。 

 ●　梅田純代講師「英国アロマセラピー留学　―補

完医療専門学校で得たもの―」 

 ●　平成 18年度本学教育研究奨励費採用者（早瀬幸

俊教授，高橋和彦教授，佐藤久美准教授）による

成果発表 

　第 75回北薬特別講演会が平成 19年 12月 7日（金）

に開催されました。発表内容は以下のとおりです。 

 ●　牧野高壮講師「地域での実践から臨床心理学を

考える」 

 ●　平成 18年度本学教育研究奨励費採用者（丹保好

子准教授，山田惠准教授，野呂瀬崇彦講師，藤本

哲也助教）による成果発表 

 

 

 

　第86回薬剤師教育研修会が平成19年11月16日（金）

に札幌市教育文化会館で開催され，啓生会病院　院長

岡 五百理先生による「うつ病の臨床」と題した講演が

行われました。会場はほぼ満席となり，最近罹患率が

上昇しているうつ病に対する関心の高さが窺われまし

た。講演内容はうつ病の現状，症例，さらには服薬指

導の注意点にまでわたり，大変有意義なものでした。 

 

 

　平成 20年 2月 8日（金）と 12日（火）に，本学教

員を対象にOSCE（客観的臨床能力試験）評価者養成

講習会を開催しました。平成 21年度より本格実施が

予定されているOSCEは，学生が実務実習に参加でき

るだけの態度，技能を有しているかを評価する試験で

す。薬学共用試験センターの統一講習会に参加した4

名のタスクフォースを中心に 60 名の教員が参加し，

ワークショップ形式で評価のポイントについて学びま

した。公正で客観的な評価を行うべく，両日とも熱心

な質疑応答が交わされました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　SP（Standardized Patient：標準模擬患者）養成講

習会が，平成19年 11月 4日（日）に本学で開催され

ました。OSCEには，実務実習において患者さんとの

コミュニケーションに関する課題が含まれます。本講

習会は，OSCEにおける患者さん役（SP）としてご登

録いただいた桂岡・銭函地区アパート組合の方々 13

名を対象に，ロールプレイやディスカッションを交え

て実施されました。終了後は，「学生さんの評価にか

かわることなので緊張する。」「大変だけど，お役に立

てればうれしいです。」といったコメントをいただき

ました。 

OSCE評価者養成講習会を開催 

SP養成講習会を開催 
 

北薬特別講演会が開催 
 

薬剤師教育研修会を開催 
 

文部科学省の「私立大学等研究設備整備費補 
助金」に2件が採択 
 

SP養成講習会 

遺伝子解析システム 

OSCE評価者養成講習会 
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マッサージの練習室 

　私は生家の隣にある樹

齢600年の大きなクスノキ

を見て育ち，高校では敷

地内にある畑で園芸の授

業を受けたことで，植物

の生命力に興味をもっていました。学部時代には，イ

ギリスへアロマセラピー留学をした薬剤師の記事を読

んだことで，大いに触発されました。大学院修了後，

機会を得てアメリカで研究生活を送りましたが，帰国

して2か月後，自分の年齢や周囲の状況を考えると今

が最後のチャンスだと思い，アロマセラピーを学ぶた

めにイギリスへ旅立ちました。 

　私が学んだRaworth International は，イギリス南

東部にあるイギリスで最初の補完医療の専門学校です。

講師は現役の薬剤師，鍼灸師，カウンセラー，セラピ

ストなど医療関係者が大半でした。200人の全校生徒は，

年齢も経歴もさまざまでした。アロマセラピー・コー

スは1年課程で，アロマセラピーやマッサージだけで

なく，解剖生理学，病態生理学，カウンセリング，中

医学，緩和ケア，ビジネス論なども学びました。 

　1学期は解剖生理学，スウェディッシュ・マッサージ，

アロマセラピー概論について学び，ケース・スタディー

としてクライアントへのマッサージを行いました。学

校にはセラピストによるクリニックが併設されており，

クリニックの部屋を生徒に無料で貸していました。ク

リニックで行ったケース・スタディーでは，心地よい

緊張感と共に少しプロになった気分も味わいました。 

　2学期の授業は「ホリスティック・アロマセラピー」

やマッサージ，学生実習，カウンセリング，栄養学な

どより実践的な内容になりました。「ホリスティック」

では身体に起きた状態をその部分だけでなく，心や精

神を含む全体的な状態として捉えます。症状が起きた

原因を調べるため，中医学の理論に基づいた経絡，問

診法について学びました。また各疾患におけるトリー

トメント，精油の警告や禁忌などの科学的な解釈も学

びました。学生実習では，クライアントの送迎，問診，

トリートメントの1時間半を各科目の先生に審査され

ました。学校には外部の方がボランティアとして登録

し，学生実習や試験時にクライアントになるシステム

がありました。トリートメント1回につき，クライア

ントから学校へ3ポンド（約650円）が支払われまし

たが，日本のアロマセラピーの学校では外部の方がク

ライアント役になっても，お金をいただくことはない

ようです。 

　3学期は，病態生理学の授業とホリスティック・ア

ロマセラピーのケース・スタディー，卒業論文に取り

組みました。卒業試験はホリスティック・アロマセラ

ピーのケース・スタディー（10％），アロマセラピー

に関する卒業論文（10％），実技（30％），筆記試験（50

％）の総合点で評価されました。こうして卒業試験に

合格し，イギリスのプロのアロマセラピスト団体

IFPAの正会員になることができました。 

　留学中に多くのイギリス人と話をしましたが，イギ

リス人の国民性は日本人に近く，友好的ですが，控え

めで物事を遠回し言う方が多いように思いました。そ

の一方で授業中は積極的に質問し，先生の話す内容を

漏らさずノートにとる，その熱意に驚きました。また，

同じ英語圏でも，アメリカ人との国民性や文化，言葉

遣いが違うことにも戸惑いを感じました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　入学当初，私の関心は植物の精油成分の薬効にあり，

その知識を深めたいとだけ思っていました。しかし，

授業でセラピストとしての倫理観を学び，ケース・ス

タディーでクライアントになって下さった年配の介護

家族や慢性疾患に悩む主婦と接するうちに，心を動か

され，よりクライアントについて考えるようになりま

した。Raworth Internationalで学んだアロマセラピー

の科学的な理解や問診法だけでなく，クライアントに

対するケアの気持ちやセラピストとしての倫理感は，

職種が違っても根底では相通じるものがあると感じま

す。これらの経験を生かし，今後，本学の教員として

薬剤師育成教育に邁進していきたいと思います。 

 私の英国アロマセラピー留学体験記 
社会薬学分野  講師  梅田　純代 
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　大学院修士課程の学位論文発表会が平成 20年 1月

25日（金），26日（土）の両日にわたって開催されま

した。発表者は生物薬学専攻 11名，臨床薬学専攻 11

名で，演題の発表後には活発な討論が行われました。 

　発表題目は以下のとおりです。 

 

 

■生物薬学専攻 
石田絢也（主査：市原和夫） 

　3T3L1細胞の脂肪細胞への分化とアディポネクチ

ン発現に対するスタチンの影響 

市村拓也（主査：桜井光一） 

　ミトコンドリア膨潤と外膜電位依存性アニオンチャ

ネル開口によるシトクロム c遊離 

小山恭平（主査：桜井光一） 

　H9c2 心筋細胞における過酸化水素誘導細胞肥大

と細胞死 

鎌田恵子（主査：渡辺一弘） 

　北方系天然物からの糖質吸収抑制作用を有する機

能性食品素材の探索 

河合永晴（主査：市原和夫） 

　ヒト臍帯静脈内皮細胞におけるグルコース高濃度

条件下での接着分子発現に対するスタチンの影響 

塚田由紀（主査：遠藤菊太郎） 

　市中肺炎患者より分離された肺炎球菌の薬剤感受

性と分子疫学的解析 

次田圭輔（主査：佐藤重一） 

　機能性食品と医薬品との相互作用：薬物代謝酵素

CYPに対するエゾウコギの影響 

敦賀大介（主査：渡辺一弘） 

　乳ガン細胞におけるEstrone Sulfate の輸送解析

と輸送阻害剤の探索 

中村恒行（主査：遠藤菊太郎） 

　ルシフェリン／ルシフェラーゼ反応を利用した細

菌ATP測定による迅速薬剤感受性試験法の構築 

平野元規（主査：桜井光一） 

　SODによるDNA鎖切断反応に対するキサンチン

オキシダーゼの影響：サケ卵巣外皮由来ペプチドの

SOD様作用とDNA鎖切断反応 

丸山俊夫（主査：小松健一） 

　LPS誘発肝障害モデルにおける田七人参の作用 

 

 

 

■臨床薬学専攻 
伊佐治麻里子（主査：星勝治） 

　ミルナシプランによるラットの前頭葉と海馬にお

ける5-HIAA量の変動 

今村亘（主査：野村憲和） 

　アンギオテンシンⅡ受容体拮抗薬単剤及びカルシ

ウム受容体拮抗薬併用による尿中蛋白への影響と尿

中蛋白の推定 

梅原健吾（主査：早川達） 

　癌化学療法の適正な有害事象対策に関する検討 

大北麻友美（主査：郡修徳） 

　漢方ローションのw/o 型クリーム剤への剤形変

更とその安定性 

勝田未来（主査：黒澤菜穂子） 

　SLC22A5遺伝子のCpG islandにおけるDNAメチ

ル化の検出―Bisulfite Sequence法による検討― 

日下部鮎子（主査：早勢伸正） 

　Calu-3細胞における過酸化水素誘導細胞死に対す

るマクロライド系薬物の影響 

黒岩真都果（主査：岡�光洋） 

　薬局を運営する組織におけるサービスプロフィッ

トチェーン改善のための評価に関する研究 

今野広崇（主査：早瀬幸俊） 

　保険薬局における医療サービスに対する患者意識

と提供者意識に関する研究 

林千景（主査：渡辺泰裕） 

　関節リウマチに対するエタネルセプト週1回投与

の有用性の検討 

藤澤真一（主査：江川祥子） 

　関節リウマチの早期診断血清マーカーの検討 

宮島健太郎（主査：猪爪信夫） 

　薬物中毒患者における原因薬物の迅速同定法の

開発―多種のイオン化法と検出法によるGC-MS分

析― 

大学院修士学位論文発表会を開催 
 



 

 

　第 2回就職相談会を，平成 19年 11月 9日（金）に

本学で開催しました。今回の相談会には，薬局（134），

病院（68），製薬企業・医薬品卸業・治験関係企業（20）

および公的機関（2）の計224施設の採用担当者の方々

に参加していただき，参加総数は前年度を大きく上回

りました。学生の参加総数は 448名で，その内訳は 1

年生205名，2年生18名，3年生153名，4年生58名，

大学院生14名でした。この時期の相談会は，3年生お

よび就職先未決定の4年生が主な対象で，各ブースで

は活発な面談光景が見られました。また，昨年度から

1年生も相談会へ参加していますが，面談時間帯を 3

～ 4年生と別にしたため，混乱なく実施することがで

きました。1年生の参加に対しては，「早すぎる」との

意見もありましたが，多くの方からは「目標意識が高

い」，「真剣であった」などの肯定的な意見をいただき

ました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　今回の相談会に参加していただいた採用担当者の方々

を対象としたアンケート調査をまとめると，「性格」，「応

対能力」，「常識力」が採用のポイントとして重要であ

ることがわかります。また，意見・要望を集計した結

果，概ね充実していたとの評価でしたが，「面談時間」，

「ブース・スペース」，「学生ネームホルダーが見にくい」

などいくつか改善すべき点もあり，次年度以降に向け

改善していきたいと考えています。 

　なお，平成20年度には6年制課程の学生が3年次に

進級するため，大規模な就職相談会は 1回のみとし，

4月25日（金）を予定しています。就職相談会を含め

た就職に関する最新情報は本学ホームページ上に順次

掲載予定です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　第 2回就職相談会の終了後，札幌全日空ホテルで同

窓会主催の「第 16回同窓生・在学生合同懇話会」が

開催されました。同窓生約80名，在学生約150名のほ

か，本学から大和田学長を始め8名の教員が参加しま

した。合同懇話会では，同窓生が在学生に対し，将来

へ向けてのアドバイス，情報提供をするなど活発な懇

談がなごやかな雰囲気の中で行われました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成19年度第2回就職相談会が開催 

第16回　同窓生・在学生合同懇話会が開催 

熱心に相談する学生たち 

同窓生を囲んで交流の輪が広がった 

表1　参加企業数 

年度 

企業種別 

平成19年度 平成18年度 

薬 局  

病 院  

製薬企業  

医薬品卸  

治験関係  

公 務 員  

計 

 

第1回 

095 

040 

002 

003 

000 

000 

140

 

第2回 

134 

068 

015 

005 

000 

002 

224

 

合計 

229 

108 

017 

008 

000 

002 

364

 

第1回 

090 

024 

005 

000 

001 

000 

120

 

第2回 

106 

042 

006 

004 

000 

000 

158

 

合計 

196 

066 

011 

004 

001 

000 

278

表2　参加学生数 

年度 

学年 

平成19年度 平成18年度 

学 部 1 年  

学 部 2 年  

学 部 3 年  

学 部 4 年  

大 学 院  

計 

 

第1回 

003 

005 

158 

148 

009 

323

 

第2回 

205 

018 

153 

058 

014 

448

 

合計 

208 

023 

311 

206 

023 

771

 

第1回 

002 

024 

127 

139 

016 

308

 

第2回 

254 

036 

155 

062 

003 

510

 

合計 

256 

060 

282 

201 

019 

818
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　本学では，授業改善を目的として，全ての講義，演

習，実習，実技科目に対して，学生による授業アンケ

ートを実施しています。授業アンケートは，前後期の

授業終了時にアンケート用紙を配布し，無記名，自由

投函で回収し，その結果および各教員による授業改善

目標のレポートはホームページの学内専用欄に掲載し

ています。 

　平成 19年度前後期の講義科目の授業アンケートの

回収率は次表のとおりでした。回収率は学年の進行に

より低下しており，また前期に比べ後期で低下する傾

向が認められました（4年は薬学総合演習のみがアン

ケート対象）。 

 

 

 

 

　講義科目の各質問項目に対する学年別の5段階評価

における平均値は以下のとおりでした（上段は前期講

義科目，下段は後期講義科目）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　次年度より，授業アンケートに基づく評価結果によ

る "Good Teacher賞 "（仮称）の授与を計画していま

す。学生の皆さんは，これまで以上に自覚をもって授

業アンケートにご協力ください。 

 

 

　平成19年度学部1年生の奨学生が決定し，証書授与

式が平成19年 11月 15日（木）に行われました。奨学

生は，1年前期に優秀な成績を修めた以下の10名です。 

　学部奨学生1年 
　　坂本信孝，岡見英里香，前田睦実，布施久恵， 

　　松井　萌，川口貴史，村上由希子，堀川佑衣， 

　　青木理沙，拝戸麻友子 

 

 

 

　本年度の病院実習・薬局実習が無事に終了しました。 

　病院実習は175名の学生が参加し，平成19年 9月 3

日（月）～10月 2日（火）にかけて120施設で実施さ

れました。今年は宿泊施設を利用して実習を行った学

生は10名でした。 

　続いて薬局実習が平成19年 10月 5日（金）～19日

（金）に，道内の 146 薬局において実施されました。

受入薬局が行っていない業務では，分担する支援薬局

（平成19年度，120薬局）や支援施設（卸・老健施設等）

の協力を得て行われました。 

 

 

 

　平成19年 11月 16日（金）に，クラス活動を支援す

るために，全学規模のクラスアワーが実施されました。

本学では，教員と学生，あるいは学生同士のコミュニ

ケーションを円滑にし，学生生活を送る上での必要な

人間関係を形成するために，少人数クラス担任制度を

採用しています。当日の午後は，全 54クラスが参加

して，レクリエーション，スポーツ大会，討論会，施

設見学など，さまざまな企画が学内外で実施され，親

睦を図りました。 

 

■臨床講義棟が日本建築学会の作品選奨を受賞 
 
　本学の臨床講義棟（Ｃ棟）が，「2008年日本建築学会
作品選奨」を受賞しました。この作品選奨は，日本建
築学会のその年の作品選集掲載作品のうち特に優れた
作品に与えられるもので，今年は全国で10作品が選ばれ，
臨床講義棟はその中の1作品となりました。6年制薬学
教育のスタートに合わせて平成18年 3月に竣工した臨
床講義棟は，系列校である北海道工業大学・建築学科
の佐藤孝教授により設計され，「共生」をコンセプトと
して，医療現場で活躍する薬剤師を養成するために最
適な学習環境を備えたものとなっています。 

本学奨学生（1年生）が決定 
 

クラスアワーを実施 
 

病院実習・薬局実習が終了 
 

平成19年度授業アンケート結果がまとまる 
 

回収率（％） 

前　期 

後　期 

1年 

59.96 

31.48

2年 

34.25 

23.05

3年 

12.80 

13.50

4年 

14.70 

12.86

この授業は，学習の目標
が明確である。 
 
この授業内容は，授業計画
（シラバス）に沿っている。 
 

この授業内容を理解できた。 
  
この授業のレベルは適切
である。 
 
この授業内容の分量は適
切である。 
 
教員の話し方が明確で聞
き取りやすい。 
 
教員の説明は体系的でまとまり
があり，分かり易く説明していた。 
 
教員の授業に対する熱意
を感じた。 
 
教員は学生が授業に集中で
きる雰囲気作りに配慮した。 
 
教材（プリント，視聴覚，板書
など）の使用が効果的である。 
 
総合的に判断して，この授
業は満足できる。 

3.55 
3.54 
 

3.60 
3.60 
 

3.32 
3.36 
 

3.39 
3.44 
 

3.30 
3.31 
 

3.35 
3.37 
 

3.34 
3.37 
 

3.56 
3.60 
 

3.44 
3.50 
 

3.53 
3.54 
 

3.42 
3.48

3.62 
3.70 
 

3.76 
3.51 
 

3.39 
3.55 
 

3.48 
3.44 
 

3.35 
3.40 
 

3.60 
3.29 
 

3.48 
3.40 
 

3.81 
3.59 
 

3.66 
3.44 
 

3.67 
3.66 
 

3.51 
3.48

3.56 
3.49 
 

3.67 
3.67 
 

3.50 
3.45 
 

3.57 
3.52 
 

3.38 
3.41 
 

3.44 
3.32 
 

3.55 
3.32 
 

3.65 
3.71 
 

3.68 
3.57 
 

3.79 
3.65 
 

3.61 
3.46

3.57 
3.60 
 

3.57 
3.67 
 

3.25 
3.24 
 

3.32 
3.38 
 

3.19 
3.12 
 

3.21 
3.29 
 

3.28 
3.32 
 

3.50 
3.54 
 

3.39 
3.49 
 

3.55 
3.52 
 

3.34 
3.47

3.51 
3.52 
 

3.56 
3.55 
 

3.32 
3.39 
 

3.37 
3.45 
 

3.35 
3.39 
 

3.36 
3.44 
 

3.29 
3.41 
 

3.52 
3.60 
 

3.36 
3.48 
 

3.43 
3.52 
 

3.40 
3.48

問1 

問2 

問3 

問4 

問5 

問6 

問7 

問8 

問9 

問10 

問11

1年 質問項目 2年 3年 4年 全体 

2008.3.11

Vol.101
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　平成 19年 12月 8日（土），9日（日）の両日に，東

京の国立オリンピック記念青少年総合センターで「第

9回薬学生の集い」年会が開催されました。本学の「薬

学研究会（旧ene同好会）」からは，私のほか3名（1年：

武藤久恵，3年：倉友聡，高尾美里）が参加しました。 

　「薬学生の集い」は，『世界に貢献できる

Pharmacistsの育成』をスローガンに掲げて活動する，

日本唯一の全国的な薬学生の組織です。その目的は，

薬学生同士，あるいは社会人と交流して意見交換し，

より良い医療人になるために視野を広げることです。

今回のテーマは，『Think and act！　―何する？　何

得る？　2年間のタイムラグ―』で，4年制学生の卒

業から6年制学生の卒業までの2年間に焦点が当てら

れました。私たちもポスターセッションにおいて，「北

薬大の特色」と題し，北海道薬科大学の6年制カリキ

ュラムについて，1年生の武藤が中心となって発表し

ました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　今回の年会には，全国から約200人が集まり，大い

に盛り上がりました。内容は，基調報告，パネルディ

スカッション，ワークショップ，懇親会などでした。

基調講演の演者は，第 17回イグ・ノーベル賞の化学

賞を受賞した山本麻由さんでした。講演の中で山本さ

んは，ウシの糞からバニリンを抽出することに成功し

たという受賞内容とその発想について語ってください

ました。パネルディスカッションでは，日本薬剤師会，

薬局，病院，行政（文部科学省），企業の方々から，6

年制教育に対する意見や現場での期待などを聞くこと

ができました。その後のスモールグループディスカッ

ションには，講師の先生も参加し，貴重な経験になり

ました。ワークショップでは，各加盟団体や他学部の

団体からのさまざまなテーマをもとに討論が行われま

した。懇親会では，互いの大学の状況や就職について，

多くのことを気軽に話すことができました。海外から

の留学生も参加していたので，英語によるディスカッ

ションを行いましたが，なかなか会話が続かず，英会

話の難しさを感じました。 

　今回の年会は，薬学教育が6年制になった経緯を聞

いたり，他大学のカリキュラムを学んだり，とても刺

激的な2日間でした。このようなイベントに参加した

ことは，私が薬剤師になるためのモチベーションをも

ち続ける上で，大きな力になったと思います。 

 

 

 

 

　自分たちのできることを通して社会に貢献すること

を目的とし，平成19年 11月にボランティアSSS部を

設立しました。SSSは Service，Soul，Satisfactionを

意味します。本学学生のボランティアへの関心は高く，

設立と同時に1，2年生を中心に63人が集まり，さら

に数名の大学院生や教員の賛同もいただけました。こ

の冬には桂岡・銭函地区の高齢者および体の不自由な

方々の住宅の雪かきを行い，また子供たちと遊ぶ“ふ

れあいスノーフェスティバル2008”へも参加しました。

夏には大学周辺やドリームビーチのごみ拾いなどを計

画しています。私たちのできる範囲で活動を続けてい

きたいと考えています。 

 

 

 

 

　皆さんは何か熱中できるものがありますか？　まだ

無いという方には弓道がお勧めです。弓道は老若男女

が一生涯楽しめるスポーツのひとつです。私自身は弓

道の経験があったわけではなく，大学入学後から始め

ることができました。運動神経が良いという訳でもあ

りませんが，ある程度のセンスが必要な球技などとは

違って，精神面が重要な弓道だから続けられたと思い

ます。 

　弓道は武道のひとつであり，当然「型」が存在しま

す。その型は大きく分けて八つあり，この動作が弓道

の基本です。“型”という言葉で，「堅苦しそうだな～」

とか，「個性がない」などと感じる人もいるかもしれ

ません。しかし，弓道は柔軟な部分が多く，個性は基

本の型を修得してから発揮されます。実際，皆同じ基

本練習を繰り返していますが，個々を見比べると全然

「薬学生の集い」年会に参加して 

クラブ紹介：弓道部 
 

クラブ紹介：ボランティアSSS部 

薬学研究会（旧ene同好会）部長　3年　竹内　里哉 

2年　須藤　迪依 
 

弓道部　3年　倉友　聡 

参加者たちと交流する竹内部長 
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違う個性が見られます。 

　私は大学生活を送る上で大切なことは視野を広げる

ことだと考えています。勉強は当然大事なことですが，

時には遊ぶこと，または勉強以外のことに打ち込むこ

とも重要だと思います。さまざまな経験を重ねるため

の身近な存在が，大学のサークル活動です。またサー

クル活動には，多くの仲間に出会えるという醍醐味も

あります。 

　現在，弓道部は部員数が増え，頼もしい後輩も多く

入部しました。引退も間近な私ですが，弓道部で過ご

した日々は，貴重な経験になると思っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

　国際交流委員会では，2008年度より米国ハワイ州ホ

ノルル市での海外語学研修を実施します。 
 

対　　象：薬学科1～3年生 

参加人数：最大15名 

時　　期：平成21年3月8日（日）から22日（日） 

費　　用：語学研修費は大学で負担します。 

　渡航費と滞在費として 25 万円程度の個人

負担があります。 

研修内容：月～土　08：30～ 12：30　英語研修 

　　　　　　日　　休日 

　　　　　滞在中に病院，薬局の見学ツアー 

研修場所：ハワイ大学マノア地区　アウトリーチ校 

　URL：http://www.nice.hawaii.edu/sep/sep.asp 

宿 泊 先 ：ハワイ大学マノア地区　イーストウエスト

センター 

　URL：http://www.eastwestcenter.org/about-rf.asp 

備　　考：研修希望者は，自由科目「海外語学研修事

前学習」および「Let's TOEIC」の履修が義

務付けられます。 

 

 

　平成 19年度父母懇談会が，下表の日程で開催され

ました。参加された父母の総数は360名で，過去最高

だった昨年よりもさらに23名増え，参加率は37.8％で

した。主な懇談内容は，前期の定期試験結果，進級や

卒業に関すること，大学における学生生活の状況や友

人関係についてなどでした。1，2年生の父母は薬学6

年制の教育内容，成績評価方法やカリキュラムについ

て関心を持たれていたようです。4年制の3，4年生の

父母からは，就職状況，大学院進学，薬剤師免許など

についての質問が多数ありました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　父母後援会は，父母と大学が緊密な連携のもとに学

生の修学を支援することを目的として，平成20年4月

に発足します。設立に向け，昨年9月に第1回設立準

備委員会が開催され，準備委員長に小池智彦氏，副委

員長に西本久美子氏が選出されました。その後，在学

生と推薦入学予定者の父母の皆様に入会の案内を送付

しました。平成20年 3月には第2回設立準備委員会を

開催し，役員の選出，付議事項，予算，事業計画案等

が審議される予定です。なお，父母後援会第1回総会

は4月の開催を予定しています。 

父母懇談会が開催 
 

「父母後援会」設立の進行状況について 
 

2008年度から海外語学研修を実施 
 

開催日 

 

10月13日（土） 

 

 

10月14日（日） 

 

 

10月20日（土） 

 

 

10月21日（日） 

 

10月27日（土） 

開催地 

帯　広 

北　見 

青　森 

旭　川 

釧　路 

秋　田 

室　蘭 

盛　岡 

名古屋 

函　館 

仙　台 

東　京 

本　学 

参加数 

013 

017 

011 

030 

012 

014 

008 

016 

008 

014 

009 

026 

182

会　　　場 

ホテルヒーロー 

ビッツアークホテル 

青森グランドホテル 

旭川グランドホテル 

釧路東急イン 

アキタパークホテル 

室蘭プリンスホテル 

ホテルエース盛岡 

駅前モンブランホテル 

函館国際ホテル 

ホテルJALシティ仙台 

ニューオータニイン東京 

北海道薬科大学 

新入生歓迎会での模範演技 

2008.3.11

Vol.101

－11－



■学校法人北海道尚志学園　北海道工業大学 北海道薬科大学 北海道自動車短期大学 北海道総合電子専門学校 北海道尚志学園高等学校 北海道自動車学校 

第2回オープンキャンパスの実施内容 

全体説明 

模擬講義　「コミュニケーションってなんだ？　～より良い人間

関係づくり～」 

社会薬学分野　野呂瀬崇彦 

特別授業　「地域医療における薬剤師の役割」 

夕張医療センター　センター長　村上　智彦　先生 

（医療法人財団夕張希望の杜　理事長） 

ウエルカムランチ 

体験実習 

【液剤調製】「薬局の仕事を体験してみよう！～シロップ＆塗り薬～」 

【固形調剤】「薬のレシピ！　あなた，どれに挑戦する？」 

【坐剤】「お尻に入れるクスリ？！［坐薬］を徹底解明！～どうやって

作るの？　どうして効くの？～」 

【無菌調剤】「無菌室で注射薬をつくってみよう」 

【OTC】「OTCコーナー　～一番速く効く薬はどれですか？～」 

【科学研究同好会デモ】「科学研究同好会　～科学実験を体験し

よう～」 

 

 

　第2回オープンキャンパスが平成19年10月13日（土）

に開催され，高校生103名，ご父母56名が参加しまし

た。今回のオープンキャンパスは8月の第1回とほぼ

同じ内容で，模擬講義，特別授業，体験実習がウエル

カムランチを挟んで午後まで行われました。本学の卒

業生でもある夕張医療センター村上智彦先生の特別授

業では，地域医療における薬剤師の役割の重要性につ

いての話があり，参加者は熱心に聴講していました。

また，自由参加で行った体験実習では，多くの高校生

が複数の実習に積極的に参加していました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　オープンキャンパスは，本学そして薬学への理解を

深めていただくための良い機会であり，次年度もさら

に内容を充実して開催する予定です。 

第2回オープンキャンパスが開催  

 

　平成20年度の学部入学試験が終了しました。 

　公募制の推薦入学試験と社会人入学試験は平成 19

年11月 17日（土），指定校と系列校の各推薦入学試験

ならびにAO入学試験は11月 18日（日）に実施され

ました。 

　一般入学試験は昨年同様A日程，B日程の試験日自

由選択制で行われ，本学，仙台，東京，大阪の各会場

で，A日程が平成 20年 2月 1日（金），B日程が平成

20年2月2日（土）にそれぞれ実施されました。 

　入試状況表を以下に示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　平成20年度の大学院入学試験が終了しました。 

　修士課程は推薦入学試験が平成19年8月20日（月），

一般入学試験の 1次が 11月 3日（土），同じく 2次が

平成20年 2月 15日（金）にそれぞれ実施されました。

なお，生物薬学専攻志願者で臨床薬学実務研修の履修

を希望した人は3名でした。 

　博士後期課程の入学試験は平成20年 2月 15日（金）

に実施されました。 

　入試状況表を以下に示します。 

平成20年度学部入学試験結果 

平成20年度大学院入学試験結果 

体験実習で坐剤作りにチャレンジ 

推 薦 入 試  

試験区分 

 

 

 

AO入試＊ 

社会人入試 

一般入試 

センター試験利用入試 

公募制推薦 

指定校推薦 

系列校推薦 

志願者 

025 

062 

017 

034 

005 

444 

243

受験者 

024 

062 

017 

034 

005 

405 

243

合格者 

024 

062 

017 

034 

005 

235 

139

倍　率 

1.0 

1.0 

1.0 

1.0 

1.0 

1.7 

1.7

※AO入試のエントリー者は38名，出願許可者は34名でした。 

修士課程 

区　　分 

 

 

博士後期課程 
（生物薬学専攻） 

生物薬学専攻 

臨床薬学専攻 

志願者 

20 

10 

01

受験者 

20 

10 

01

合格者 

20 

10 

01

倍　率 

1.0 

1.0 

1.0

［次号「桂102号」は平成20年5月下旬に発行予定］ 
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